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- 住宅 金 庫 p 設 置 iニ 関 す る 建 議 。

日本現下の至上命令は 、作J であるか!!!

といえば、何人も九原則に基づ〈生産の治関であ

り、生産の復興であると答えるのは剣り切って い

る。

では 、 その生産の培拐 、生産の復興の根本は作J

であるか ?

とい えば、溜正な資金の充賓と整頓 しTこ生産施設

と豊富な原資材との三者を暴げるのも剣り切っ、て

む、る。

てが 、これ佐活かすのも殺すのも貨に人である。

賓に、人こそ 、われわれこそ、誠にその校本なの

である。われわれは、敗戦後の混乱と食糧地獄と

から雄々し〈立ちあがった。われわれは、職場を

守り、更に職場を摘充しなりればならない。

人による生産増強は 、二つの力強い支佐の上に

立つ。

貨にや、われわれのその白、その日の活動力は

食糧の糸から涼キと湯いて衆る。明日への活動力

は、一夜の安息から安キと蘇える。今や 、食糧の

方は 、前途に光明も漸 t 見えて衆? こ。

が、一夜の憩の現欣は如何であふうか。

聴り! ! ! 街には鞍災者の壕合からの、海外号| 揚

者の同居納屋からの 、更に疎開者の二時間もか 〉

る通勤の遇努からの痛苦の叫びゃ、悲惨な繋を。

一千寓の憩 tこ劃するうめきと熱望とは 、かの料飲

再開を待ちわびる豪華殿堂をよそに 、ちま Tこに満

ち充ちているのt:
9

楽しいわが家は 、直ぐにも建つ。今でも建つ。

資材も漸〈剰って衆? こ。勢カも三子を摘げて待って

い る。皆、人身も家を渇望 してい る。三拍子揃え

て何時でも建つ。それなのに何故建? こないのか ?

賓に、情ないこ ーとには 、建てに い人身には金が

ないのであっ? こ。家材を 1J<撞にし?こ人、裸一貫で
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賜った入 、街の限りをレ?こ，人には、余金はな い。

即ち 、最大の 、 そして最後の 、更に最初の陸路は

建設資金なのである 。建てば、あ とは何 とかでき

る、が、着手す: る金がな いのである 。これ には 、

園家の暖い手を延ば されなりればな らない。 われ

われの提唱力設する φは、資に 、こ の臨路打開策

として 住宅融資金庫の設置に外な らぬ。

!位宅金庫の設置! !! 金庫の其体的内容には、今

これに飾れないが 、既に 、施設充貨に復興金庫あ

ち、債格操作に補給金があ るのに封 して、基本人

権を確保する住宅金庫とは 、余り に も嘗然な要望

ではあるまいか。

英閣の敬後住宅政策を見 よ! トル ーマ ンの奇

蹟は佐宅建設の公約ではJよかっ?こか ! われわ れ

は 、 わが閣の有ｾな主主政者が英雄を 排 除 し て 、 至

上命令? こる生産増強の珪りの支柱 を力強〈打ち建

てられんことを断乎として期待する 。

以上数て建議して御清鑑を仰ぐものである 。

註

住宅金庫設置問題は銃に前内閣時代より叫ばれ

今次も建設省案なるものが新聞紙上に程表され?こ

が、大城省との開係、は誠にー非観的の犠である 。

此際吾ノをは極ブ7FEとが賓現に遁 進する ま号 、上記主

張の内容により本合主唱の下に 、海外引揚連盟、

大限殿災復興協合、各重要産業合祉の職組、勢組

並教職員紐合なぎと連名で 、関係各省 、衆参議員

等に建議すると共に 、政府要路に期成運動を起 し

つ〉ある 。

燃 し之が目的達成は目 下の所相官難闘の欽勢に

ゐるので 、金合員の絶大な協力を乞ふと 共に 、各

支部所在の地元有志の張力 な援助を得て号是 々地元

よ りも熱烈活躍な促進運動を起 きれん事をー切望す

るも のであ る。



ア メ リ カ の 住 宅 設 備

今回アメリカ住宅の設備( 主主して生活用具に

就て〉の原稿を書〈様に御依頼を受りまし? こが、

御承知の様に現在の米閣と吾が閣とでは生活様式

なり、生活の程度なりが余 bにも懸り離れて居り

其の上経済上からも今直ぐ真似をする事の出来な

いものが殆んさ' 全部と云ひ度い位でーあります。

それで以上に私が一昨今年の夏から一昨年春に

かげで、垂水から甲子園までの聞の接牧住宅を進

駐軍勝士の住家とする震に修繕改築等を致じまし

に欣況を御惇へすれば、大体にアメリカ住宅と吾

が図の住宅との比較が出来る事と思って簡単に御

話し設します。

御承知の様に此の地1亙は所謂吾が 閣屈桓の大富

豪の集って居る地置でありますし、その内でも洋 ，

舘としては第一流のものばかりが接牧されT二次第

ですから彼等アメリカ人が佐なとしては、建物そ

のものなり庭園なりは、資に勿体ない稜の ものば

かりであります。彼等の内の大多舷: は本図へ蹄つ、

て是れ丈り立派な建築物に住む事の出来 るもので

ないと信じます。立? 辰な門塀垣や立i辰な屋根瓦、

或は: 1 - . : ・闘の扉主か窓や扉の一枚硝子或は彫_ t . i J 等、

責質的 i二生活に開係の芯いものに莫大な費用が費

されて居りますが、生活に直接関係のある衛生設

備なり、その他設備に甚1: 貧弱でありましに。時

には温水暖房と『ホットエヤ ｾｊｊ 設置と粂備して

居? こ庭も二三ありましf こt ; 、雨三者を併用じ? こ事は

殆ざ無いと云Jぶ有様でありましに c 特に便所や浴

室に暖房施設のない廃が殆5 全部でありま .しfこ。

執が閣の伺所や俗室は入・浴と便通の1誌であります

が、彼等は性交の後に健所で洗織する習慣があ b

ますので、浴室( 粂便所〉は必す・袋室に援して設

岸 浩

りられてあります、従て暖房装置が重要になっで

来るのであります。庭が暖房施設のない庭へ新に

『ラジ エーター」を 取りつりる事は困難でもあり

叉既設の 『ラジエ'ーター」に影響する廃 も多いの

で電気『ストープ』を新設して彼等の要求を充し

Tこのでありますが 、狭い浴室では電気ス トーブの

置き場所にも困る次第でし? こが、反射板のついに

電気ストープは浴槽のある場所から封角線の総点

になるヲミ井の下の監から浴槽八向りて挟置 しまし

に庭が、室の撃す内線が温められますので室内の6 &

気が自動的に流動して室を速かに暖める事が出来

3  



ましfこ。此の様な窮策主用 t Hこち致しましに。紐

育市の『アパート 』の如きは、公定の温度よ b低

い程度にすれば家主は司直の手に波されて罰金を

科せられるさうであ b ます。吾が閣では暖房と申

しでも華氏七十度以上にする事はまれであります

が彼等は七寸度以上を要求致しますから、其の点

で問題が多〈あ b ましに。

私は神戸イースの司令官々邸の増築を設計致し

ましに。是は既設の洋官官 f寺田甚吉氏邸〉の外に

別棟として( 二階に媛室二室・階下は合所と洗濯

場〉を新築設しましfこが、此の建物は窓た二重に

して外側は外開き( 二枚聞き〉内側はご枚建引き

遺ひと致し、夏は内側の二枚の障子は『金網戸J

lこ取 h替へる様に設しまし? こ。此の二重窓は非常

lこ有効に働きましに。

既設の建物から『パイプ 』を延長して、『ラジエ

ーター 』を準備致しましTこが 、奮舘の暖房に影響

な <l l つ能率よ〈効果をあげまし? こ。イEし二重窓

をーケ所でも一室にすると直ちに二、三度温度が

下降致しまし? こ。

今一つ暖房挟置と関係のあるものは『カーテン

』のつ b方で あります。多〈の接牧住宅は『カー

テン』を皐なる装飾位に考へでつりであっTこ様で

あります。勿論立沃な装飾品でありますが、装飾

品L外に『カーテンJ は暖房装置のわき役を演じて

4  

居る事を忘れてはならないのであります。 gpち窓

や入口の南側に下ってゐる 『サイドトレーパリー

』は隙間風除であり、 上部iこ横に懸てゐる 『パラ

ンス』は上部の隙間風除であ b、猫是等は窓え接

続してゐる冷えに益集の流動を除ける役目をして

居ります。従て『パランス』の上は木製の箱型を

つη であるのが普通であります。吾が闘の一般の

『カ { テン 』は 、 『カーテシ』の慾の表面 との聞

に空気の流動4を便にする装置となって居るのが往

キにあちます 。

ぞれから『カーテン Ｎ ｾ 1こ附随しに問題で吾が閣

の洋官官に 少ないのは、所謂 『プラインド 』であ h

ます。彼等は『ベネチアンプラインド』以外普通

吾が閣で t プラインド .n 1: 稿してゐるものを『シ

ヱ{ ド』と構えて居ります。大体吾が閣では日除

りの意味で用ひるものが多いのでありますが、ア

メリカでは中流与L上の慮では大体に白と育の二枚・

の『シェード』を設備 b て、主主間日除けに白色丈

'りを用ひ 、午睡等には白育二者を下げ『カーテン

』を下して室内を暗〈するのに用ひ? 亡おります。

叉夜分は内部の人影が白色の『カーテン』に鶏り

ますから-、青色を共に使用するのであります。え

暖房の補助としては障子や扉の見込み? に細い『羅

沙』の『テープ』を打つつりにり、『ウエザ戸ス

トF ツプ』と稽して細い角な木片を隙間風を除げ



る犠に取 りつりま す。

暖房の次に面倒であり且つ殆5 全部の住宅に欠

げてゐ? この設備は給湯設備でありましに。吾今日

本人は 、日本人が一番世界中で余計に入浴する様

に考へて居りますが 、彼等アメリカ人は亦貨によ

〈入浴 します、イ巨し入浴と云」、より湯で身体を洗

ふ事: と云ふ方が適切かも知れません 、彼等は『シ

ャワ ー』丈りでも充分減足するのです。室内の温

度が高いから特別に日本人の様に熱L 、浴槽につか

って身体を温める必要がないから fごと思ひます。

最近アメリカの建築の雑誌に出てゐる廃合で『シ

ヤワ ーキャピネッ ト』と云ふのを種々見かりまし

?こ。了度自動電話の泊め様なもので 、扉っさの既

製品で下部は腰湯f ' i う. 出来ると患、はれる伎のものが

ついて居ます 、浴室の床面積を減らす事からも面

白い思ひっきと思ってゐます。

給湯設備の中で問題になっfこのは 、洗面器と台

所の流 しでありま しに。芦屋 、御影 、住吉方面の

大邸宅では「瓦斯の瞬間湯沸』が設備されに蕗が

相官ありましにが 、充分でないので最初は電気の

湯沸『ボイラ』を設置しまし? こが、故障又故障で

格 1こ竪型の石炭『ボイラ』を使用する事に致しま

した。

次に問題 E なつにのは防虫網であります 、是は

殆さ' 全部の建物が設備しであり! ませんでしに。前

記の打出の寺田邸は傘上げ式の貨に立涙な金網の

設備がしでありましに。

台所は勿論日米南者聞の習慣も食物もさをキ遣っ

て居りますから 、接牧住宅の台所がその億役に立
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?こないのは官然であ b ますが 、設計者が相官苦 心

して設計 しであつに是等の立波な住宅の台所か 、

やはり蕃態依然としに様な清潔を欠いすこ使用の い

たレ方で、やはり鬼門には台所は禁物fごと考八 ら

れた次第です。 7. K 槽何所の施設のありまし? こ是等

富豪の住宅の「セプティックタンク』 ーが、建 設以

烈殆ぜ掃除をされ? こ事のないのが多かつにのには

総きまし; J ' ; . 。

是等の住宅の大部分が、生活に直接関係のな い

部分に、大部分の費用が投じられて、民に必要で

ある方面に伎はれて居なかっ7こ; 事は 、吾々の考へ

て居なかっ? こ敗E設を経験さ h れ? こ原因の一つでは

なかっ? こでしょうか、と 思ひま しに。

以上申し上げに外 lこ、 住宅設備と して彼等が使

用致しておりますものは 、電気レンヂ 、電気冷蔵

庫 、バキュ ームク リー ナー等でありますが、今一

つ最近の生活用具として住宅設備に取 b入れら れ

るものは電気『カ ミソリ』であります。是を差 し

込tr 電気のプラツグは浴室の洗面待の上の右手の

壁に設げて 、 『メデイシンボックス』の外右側に

『カミソリ J かけを取りつりて置〈のでありま す

生活用具として特に申 し上げる程珍らし い もの

ではありませんが 、吾が閣の位宅には姿見の鏡が

少い耳までであ b ます。外閣では洋服屋t; 仮縫を設 し

ますにも三尺巾の六尺高さ fウ: の三枚鏡で四方八方

の姿が見える様 にして居り ますが 、日本人の服柴

特に御婦人の後姿がヂよってゐな いのは 、是が原因

ではないてらうかと恩って居 b ます。

大阪

( 修者・紳戸 " " " : : - A技術部不動産課主任技師〉

工事請貫

管署長FJi

東ヱ揚

西工揚

大阪市西淀川区千階 東二丁 目二 三呑 地

電 話 淀川1 ( 47)  Ｐ ｾ Ｘ Ｘ＠ • 1869 ・Hl 08番

大 阪 市西淀 川i HI同町二丁 目一五 四 容 地

質 伝 淀川 (47) 1 8 0 1 ・10 8 2呑
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「色 彩 構 成」に つ い て

一一工事、島築、O ! f飾 等 の 碁 礎 的 研 究 と し て 一 一

吾々 t >、色彩構成といふ主主形創作の練習方法を

知つぶのは 、1926学であっ? こと思、応力主ミウインナ

ウエルクシユラツテの意匠音s員であっ? こリッチ リ

ツクス夫人が、上野伊三郎君と・蹄靭し? こ! 時t: つ?こ

創始者は 、フランツチゼツク博士で、前大戦後の

ウインナの戦災児童にも 、此方法をやって見て 、

意外な好成績を納め、ウイン工房のデザインのデ

ツサンとなっfこものである。要は形と、色調の創

作力の繋成法であるが 、チ ゼツク数授の下で模範

作品を作 り出 し? このは、リッチ女史であっ?こ 。所

謂 、新益基術力 2、ウヰンからパリ 戸へ、パリ戸から

アメリカへと停へられ? このは、 1926年のことで、

色彩構成もこの時 、チゼツク博士自ら渡米して指

導しfこが 、アメリカでの受講者数は作J と5 高人に

上り、 遂にサ ーカスの小屋を借りて牧容し 、マ イ

クロホンを使って講演しf こといふエピソードをリ

ツチ夫人から聞い f こζ とがある。アメリカでは 、

新番E術の巡回展を催し 、各メ ーカ{ と協力し博物

官官官jJ 合あ? こりの後援で 、漉制とし? こ業) f ヱ都美が 、

躍をめられて行つにのにつに。之に伴って、色彩檎

成の研究法も盛になり 、現在欧米の新工進数示の

基礎! 康件にもなって居るようである。

吾闘では、書家の足立源一郎氏が、ドイツのパ

ウハウス式の色彩構成 を自由皐臨工単音sの敬育に

取入れ? このと、大阪の丹1 f - にあっfこ建築工婆技術

研究所の女性に、リッチ夫人が直接指導 しにのが

初めであっTこ。

笛壇では、立休沃のプラック等が 、パピエ 、コ

レと稿し? こ貼紙制作の試みがあって、壁紙の断片

を台紙に貼つては、書面構成のヒントを撮んてと

6  
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いふが、リッチ夫人の惇八fこウインナ直系の方法

も、単に工襲的な園祭隣成のみでな〈 、 一つの美

術として成立する。構成される諮函からは、目見る

者に色々の感動を奥へる。一つの給禽的制作品な

のである。近頃の雑誌でよな と、 老齢の歯家マチ

スが-、りピ ヱラで作ってゐる色紙の切抜細工とい

ふのも 、矢張この一種なのである。マチスの作品

ならすとも、作者濁自の創作の美しさがあらはれ

て来る欝術なのである。と同時に造形創作での新

らしいデッサンである。ウインナでヂゼツク 1専土

が児童に試みにのは 、無邪気で純買ーな小供の世界

b>、& : 想のまにまに創造され 、数年後少年遣の制

作能力が総〈程進歩しfこといふことである。最初

チゼツクが創始しに頃のヨ ーロ ツパ 1;1: 、 日本美術

の研究l時代であっfこから、日本の小供の折紙細工

t >、千代紙のl ! 占合せ等 、幼稚園のやり方が 、官事へ

られにのではあるまいかと : 悠像 しでも見るわりで

ある。
しかし、日本のそれとは、まるで遣っTこ高

度の大人の仕事になってゐるのである。幼児の色

紙細工と混同早合点寸ると間違ひである。 しかし

小供にも適用して面白〈、自由に目茶苦茶なもの

を作らせてゐる中に昼惣力を豊か にすることが出

* ると思、}n。小供には未t: 幾何率的な概念がない

から 、草純な 、ヌしゃ四角や三角といっf こ工合 iこ、

色紙を並パさせる方法からやるの がよ いと 思ふ。

大人の場合でも、色彩の調和?ごの形態のバランス

t: のを先に敬へで既成の美率的 J概念を興へな い方

がよい。殊 i二日本人は 、{ii j の華道でも 、理論が入

りに t; り、理 論i: りでフアングジ ーの1よい模倣作

品ばかり出来易い欠点が 多分にあるからでゐる 。



叉 、 作 品 を 通 じ て 、 ぜ ん な 感 情 が 袋 ら れ る か と

いふことは重大なことである。ヱ響的には、さrt

な品物の、ぜん T五音B分 に な る か と い ふ こ と も 、 考

へ ら れ て よ い 。 慨 し て 、 白 木 工 事 の 古 い 形 式 で は

純粋給蕗のよう iこ、観る煮にある感動を奥へる給

や 模 様 が な 〈 て 、 単 な る ボ ス グ 戸 画 案 や 商 品 の 表

面の画案のようになり勝ちであった? こめに、工欝

作 品 の 欝 術 的 償 債 は 、 給 諮 や 彫 塑 よ り も 低 い も の

として評債され易かつにのも無理はないと思ふ。

こ 〉 に ゅ う 色 彩 構 成 の や り 方 で あ れ ば 、 一 つ の 給

奮 と 問 ー の 事 術 的 償 債 を 表 し 得 る こ と 〉 な り 、 新

華芸術の欝術性が、充分にあらわれて〈る。

この練習法による主主呆は、2 2 ; 怪力 biJ. 愛達して、

建 築 形 態 、 室 内 楽 師 、 家 具 、 服 飾 、 其 他 工 準 手 盛'

の 制 作 に 、 調 創 的 な 美 を 自 由 に 表 出 出 来 る こ と で

ある。しかも、現代世界の新工誕の美的水準は、

こ の 敬 養 に よ っ て 、 ほ ん と う に 認 識 さ れ る よ う に

な り 、 日 本 の 惇 統 的 な 美 ち 、 ぞ れ にι よって、正し

装飾界のエユー・フェース

編集子のひらうた一つのトピック・ーユースとし

てお知らせしませ号。アメ P カのスヨツチライトと

周類の乱反射面で微小な硝手ピーズをプラスチック

の土台に無敗にはめ込んだもので白エナメんの百倍

も明る〈光線を反射します。 E の新しい光一ヱバー

ライトの一平方択の面は二分のー粁の遠方からでも

へツドヨイトで識別出来て赤‘ 育、縁、紫、金銭毒事

色々の色がだき形はどんなにでも出家主す。

叉風雨にI曝らされせもその光輝を失ふとか損する

ととな〈、ヶト鮫年伎はれてゐる硝子玉で出来た鍛造

踏切等の道路標示宇宣告近事柄の後尾に附けら れてゐ

る吉宗精子の反射板の六十倍の強い反射を持てゐます。

然も際角度強力乱反射体ですから何彪から光があた

っても少しの光でよ〈反射するわけです。今後との

用途を種々考へる随分際範閣に面白いものが出来る

と息はれる。例へば

く1) 道 路 標 識

水卒交叉、胸路、橋梁、結l協等の指示、際名、

地名の標示、踏切窓断機に装置す る。方向指示

〈鷺見されることも確かである。只、表面的に、

シユー l t.. レアリズム1: 、アブストラクト fごと形や

色 の 配 督 を 外 関 雑 誌 の 頁 の 中 に 逐 ひ 求 め る 態 度 は

すでにやめなけ‘ ればならないと息ふ。

只 、 問 題 は 色 彩 構 成 練 習 の 方 法 と 指 導 色 、 そ の

指 導 者 で あ る 。 す で に 古 い 成 念 で ネ ヂ 曲 げ ら れ て

ゐ る よ う な 指 導 者 の 下 か ら は ヘ 何 物 を も 求 め 得 な

いし、思なる脊年寄書家の手先行りの指導は却って

危険なこともあらう。 J E官 に こ の 道 の 指 導 を う け

Tこ人々の聞から、すぐれた多〈の指導者を求めて

ゆ 〈 よ り 方 法 は な い の で ゐ る ま い か 。 誤 る と 、 ほ

んとうに幼稚園作品に了り 、調 誓 的 な も の に な っ

てしまふ。

序 な が ら 、リッチ夫 人 等 吾 々 同 人 の 研 究 所 で 、

色 彩 構 成 展 覧 舎 を 開 い て 、 研 究 生 の 習 作 品 を 展 示

し、いき〉か、斯界に寄奥しfこいと恩、ってゐる。

( 筆者・日本建形文化研究所長 ・工寧博士〉

停車地点の標示、重要建准物又は主要道路の標

示、道路工事中の標識、安全地帯害、ロ - d l ! J -

理手の標示

( 2) 寧 踊 標 識

貨車、客車等列車の側面に設備して衝突を防止 、

大型パ見、 トラック. 自動l ¥t . 符寧の後尾標示.

ナ y パプレート等

( 3) 地下鍛堺構内の告. 知標示

( 4) 空港滑走路の標識、停止地点の指示板

災答に備えて

( 1) 救命艇のカイ 、救命用浮袋

( 2) 消防手警官の陪乎叉は上着に取付ける

( 3) 倉庫内の禁煙標示

( 4) 映僚館の語E路に置完備すれば案内ガ F ノレは不-

ｾになるでせ号

宜停援飾関係

ＨＱＩ康管理 ｅＭ 板にｾ［Ｏキ又はラツカ ｆ と併用する

( 2) ピルポ戸ドに使」ト

( 3) レビューの舞台援寵宇腕子の衣裳に使ふ

( 4) オさ ーん・・ル F ムのパ y ドの楽器苧祭滞台或

はコ y ダグターの指簿棒に使へば面白い効果を

出すととでせう

各人の完奇想でどんな陀でも効果的に俊へるから新時

代の正t . . . { = ユー・ 7 " " - - スと見てよからろと恩ふ。
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に;r... 産されfこζ とは我閣に於て未? ご嘗て経験し? こ連合軍の大量の集園住宅とその家具類の琵注と

ことのない大事業であっf こ。

蓮合軍の計霊方針による。

ほ終毅直後の牛身不随の業界に取っては卒天の滋

1 . 関産安材と我閣の設計、施工技術を以て米人

め生活様式を滅足させること。

雨ともいふべきものであって、その生産過程や結

果に於て多少の論議はあるとしても再起のカを奥

へられにことはピター乙ン剛の注射にも比すべき

喜ばしいものであっ? こ。 2. 最少限度の安材と経費を以て最短期間に生産

し得ること。蓮合軍家族用住宅は小皐校、組奔堂、劇場、ク

の僚イ牛の下に家具生産業者は安材菌、勢力菌、電

カ菌等の非常な困難: と闘ひっ〉大過な〈生産を完

ラフe ハウス、酒保、給油所、診療所、管理事務所

雇人宿舎、消防警官の警告備所等を具備し? こ一群の

集圏住宅であって都市計霊的内容を持ち去を関及南 了しに。お蔭で我閣の家具生産者は量産の方式を

受え技術の水準を閣際的地位迄高め終按直後の危
鮮の必要都市郊外に館群かづ、建設され総数二高

機を切り耽けることが出来? こ。

家具類を牧容する蜜の大きさと建築の面積との

ぐデベンデント、ハウシ比率は次の通りであ名。

戸に及んて。これに配備する家具類は昭和 2 1 年

7 月以来、昨23'斧10月迄三次に E って殻注生産さ.

れ住宅以外の兵舎用家具を含めて敵十高点の大量

をさを図敵育工場に於て生産完了しfこ。か冶る大量 シグに依る〉各単位住宅面積及各室面積及其の百

分率( 皐付2 f 方尺〉

種 別 全 面 積 居 間 百分比 食 堂 百分比 厨 房 百分比 寝 室 百分比

浴 室

百分比

〈使p}J')

串方 R 平方尺
居間重量

平方尺 平方舟 :zp古R

A - 1型 1136 3自O 38. 4 

食 昔邑 ー

108 
11. 52 

336 
日δ. .!l 0

51 
5. 44 

A- 1 a型 !l 50 217 22. !l 105 11. 05 10δ 11. 05 322 33. 剣} 4!l δ. 16 

外- 2 型 1064 340 31.!l 2  u u  5. 17 !l 9  9. 30 432 40. 65 55 

当
A- 2 a裂 1034 245 23. 65 小食堂 128 12. 37 4081  3. !l . 40 51 4. 

- U ; l  
件- 1裂 343 29. 3 

Z苛空l

12. 30 131 11. 20 30. 62 55 4.  

同一1a型 1341 29.1 21. 85 11. 45 133 9. 87 56 4. 16 

B - 2 型 1296 420 32. 4 117 !l . 03 
.54 

4. 17 

一
回一2a型 1134 305 26. 85 1掛 17. 56 135 11. !l O  忠告 u . u u  

10- .- 1 型 1485 3!l 2  26: 4 / 食居間堂Ｚｲｾ＠ 126 8. 48 47 3. 16 
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この表に示きれ ｦ こｾ ， に各室は祁嘗の庚さを持っ

たゆっ? こ b したものであって居間は殆んぎ食堂を

粂ねて居る従って居間と食堂の家具は不可分の関

係がある。

私は昭和二十ー年夏以来これ等の家具類生産の

大阪府に於ける指導と検査を委嘱され幾多の粧験

と将来への示唆を奥へられ fこ。以下簡単にその説。

明を試み? こい。

デペシテントハウスの家具の厳に規格のある大

量の家具を遺るには先づ第ーに考へられることは

デザインのr.:: 題であって日本スの普通に考へてゐ

る所調洋家具と生活そのもの〉中に酎{ り込んでゐ

る米人の使用する家具との聞に自ら差異のあるこ

とは否めない。幸に此の点はG. H. Q. のク J レ 戸 ゼ

少佐のよさ指導の下に商工省工事指導所の設計部

のスタツ. フド次の様な経過と努力を以て三十余種

の家具のデザインを完成された。

1  1/10縮画及スケツチ、検語、( 訂正、再検認〉

2  原寸圏、 検語、〈訂正、再検認〉

3 グリシト、

Li vi ng'  Room- Easy ch品ir，Coi fee もabl e，DavenporもE nd も晶ble.
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4  試作、
検認、( 訂正、再検語、〉

5  正式盟、〈スケツチ、 1/1(}圏、原寸園〉検語、

6  プリント

か いノて張注、生産部面に廻付せられに。此の

聞に於 ー， る工義指導所設計部の苦心; 之容易でなか

った。例へば金書S家具のデザインを提示するとク

ルーゼ少佐は“ 駄目 1: アメリカでは金現象具は一

般に好まれてゐない、百貨庄で資込みに苦心して

ゐる。クラブとか祉交場とかポーチとかなら伎は

ないことはないが先づ家庭用には誰も買はうとし

ない J 成型合板の家具の設計とサムプル主示せ

ば少佐は笑ひながら“ これはモグーン過ぎる、私

はこ品は好計三、フィンランドのア J レ戸トがこう

し? こ家具の展示含を 1 9 3 7 年シカゴで開いfここ

とがあっ七、非常な人気で彼の設計になる家具は

みな寅れて行つ? こ、事たる者は安い点から、 .1変る者

はかり心地のよい点、から引っ張 b 凧であっf こ、 '大

量生産が出来、安債に賓ることが出来、然も機能

の膨れにこうしたものは確かによい、私は好きだ

然し一般- の人一ーまで多〈の人 .{>I こは到らない、

やっぱり彫刻のついTこ所謂何# スタイルと去った

ものを欲しがって居るの1: よ。"

そこで設計官日の人は欧州の狭小な土地で生れに

機能主義はアメリカの様な職大な土地では通用し

よれing Room- Wri t i ng table and c  .air. ｂｯ￳ｫ｣｡ｾ･Ｎ＠

ない 、人間の感尭を分解し?こり解剖し? こり、精神

がさ' うの、使ひ勝手ーがさ・うのといふ理論から引き

づり出される機能主義でな〈して今生きてゐる人

聞をー肯定しその人聞の全精神金肉体が良レとする

ものを受永れて行〈笈際的、賞質的、即物的な行

き方を取ってゐる のである. と云ふ結論に到達して

現在生産されてゐる貨物が示す様な草厚でない、

明るいスツキリしに三十余種の家具の設計が出来

上って全国敵百の生産工場へ商工省内特殊家具生

産協力舎を控て配布され? こ。

さてこれが生産に移されて見ると商工省の充分

の調査 iこ基いに生産計霊ではあっ? こが幾多の陸路

が横って居つに。資材面では木材、合板、接着剤

塗料、金具、 ｾｊ 、繊維材料等あらゆる材料が極度

に不足し加工が進展せす長品が少ない。乾燥木材

Di nIDgIRoom"' ; ' Si de l: oa. rd， Di ni ng 句 ble a. nd ぬ凶.
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Te1ephor唱もab1e IInd sも001.

が貧困で大量の乾燥が念速に出来ない扶態にあり

優良都市生産工場は大部分。廃失して終鞍後開会し

た優秀工員は家内工業を後み大工場には未熟練工

のみが多〈捜って居ること。都市工場と地方工場

の技術差の甚忙しいこと特に塗装技術に於て確信

を持つ工場が殆んぜなじ量産的の設備や治具設

備が極めて貧弱不完全であり、其他終鞍後の食糧

跡、関電交通、電力、物慣問題なぜ' が生産意欲に複

雑にからみ合って第一次褒注の納入は遅キとして

進まなかった。技術者の不足は設計画や原寸圃を

完全に韻 IJ 者が少な〈、仕様書を形式観して勝手

に仕様をかへ? こり、寸法の誤差のあるものを平東

で遣ったり、甚忙しいのは塗挟のラツカ F の使用

迭を知らぬ工場すらあっ? こ。これ等を設計と仕様

岡
山
判

Bed Boom - - Drj l 阻 ngωb1e and s旬。1.

害 iこ合格する水準迄引上げる震には工員と膝を焚

へて懇談しナこり、 rr花代作業の斑の編成や治具の作

り方、塗撲の質管、木捻の締め方迄ーキ手を執る

犠にして完成を促進し? こ。第= 決裂注以後はこの

第一次生産の経験で漸次滑らかに進行しに。幸に

して各工場主、工員、従業員諸氏の理解ある協力

tこよって、今日迄の蛮注の生産と検査を完了し、

その品質も略キ園際水準迄向上せしめ得fこことは

吾々直接指導者として感謝に堪えな‘ い。

クJ v ーゼ少佐の言を借りて附言すれば“ アメリ

カの家具には四つの階段がある。ーつは余 bよ〈

ない家具で安〈て三年f ¥i : で段れてしまうといふや

っ。次は割合よいデザイシで大量生産の出然る程

度のもの。それからもっとい、材料でい〉仕事を

E  

Bed Room - Ohe凶 of Dr開 er ，Bed， 時ht tab1e.  

1. 1  



Ki もchen もabl e 乱nd 50001. 

し?こ良いもの。その上が本宮に良いもの 、こ れに

は限りがない。量産とか量産でないとかはねきに

して本賞によいもの… … 品物を見れば よ〈ヂ1] るの

にがネ。其中で… … こ 3 にあるものは下から三番

目のもの ｴｾ らう。悪〈はないよ ｊＳ と指導所の金

子君に去ってゐる。アメリカの最上経迄は有かな

〈とも、その次佼迄は鴻ぎつりた需である。これ

Ironi ng bonrcl .  

によって終段直後の気息奄々にる木材工業が』目、が

つけ、技術の修業となり、最後の日本でも本格的

な良い家具が出来る様になっ? こ打ってつけの仕事

であっf こと思ふ。

本文のさ. なる家具は工襲指導所の. m虞とスケッ

チを借して載せに。

(  元 大阪 府 占 領 竿 宿 舎 用 料 生 産 協 力 令)

筆者指導員 現大阪府立女苓［幕門書鼻絞ｾｾ師

Bl' i dge t. abl e r.nc1 CJ lIl.Ir. 
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代表取締役 赤 松 修
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室 内

高額なフルーツパーラー、将来は簡草なグ! ) ) レにも佼へる様に考へて欲しい。そして百貨庖の性質から

工期を出来る 1: ( 0 ' 短縮しなりればならないといふのが奥へちt L1こ保件であっfこ。さらに他の庖内の調子と

を巧〈マッチさせないとヱ合が悪いといふことも考へられfこが、在来のぎちらがと去へばオーバ戸デコレ

ーシヨンをー撤七、そういふ顧慮、を無践して極端なコントラストをとってもい、のではないかと考へた。

と去ってこの種の室内装飾の傾向として最近随所に見られる所の非常 iこ限定されたエキセントりツクな美

をねらふつもりは少しもなし、。勿論ダリーズムがアメリカのコマ{ シヤリズ、ムに見事に食ひこんで行〈遁

程を注目しない揮ではないが普遍化された現資的な感情、通俗的なセンスを無視する需にはいかない。美

が純梓であり抽象的であること〉現費的でなりればならないといふことの解決をさ' の僚にして求めるか。

やはり作詩的でない素朴なものへと云ふ極めて平凡な結論へ導〈他にない。

天井が極端に低い所から家具の高さを低〈し従って横にはゆったりしたるのを。これは結果的にもっと

低〈しでもよかった様行が、部屋の性質上安嘗な所Tごと思つでゐる。照明は天井をさけて柱と壁に壁光灯

を直援取付レt 1 こ。床はうんと上等にして寄木張りで紙艶でも敷〈位にし? こかったが工期と議算の闘係で 9

ノタイル戴。これも資材の関係で思ふ様な色のものが揃はなかった。元々壁や天井に金をかげるよりは床

の仕上と家具にカを入れる方がい、のだが。ク p ークルームやロンヂ風の場所をつ¥，っfこのは将来のグリ

ルへの縛換を考慮し? こので、精子の配置は成るぺ t 各グループが濁立し? こ様な気分を出す露、この種のも

のとしては整漢で牧容人員の点ではかなり 慣をしてゐる。 全体的にアットホームな感じを出したつもち。

色調は大体グリ戸ンシルバー系統。
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@  

小椅子 材料は告書ク F ヤ ラ ッ カ ー 仕 上 グ 置 き ク ヅ シ ヨ y は グ ! J ; / 系 統 の モ ケ ッ ト 、 背 は 簸 心

j ( 施のものは背と台とのコネクシヨ y が厄介な ので点線の稼に重量夏、従って背の巾を

綿 lh遣を体として小さ〈した。脚の纏ぎも取除いた。

14 



室 内 仕切乗用の飾り棚、建付ソファ 【

材 料 は 偲 P !J ヤラヅカ F 仕 上 グ 巾木はア y パー色

エナメノレラツカ仕上グ Y フア戸クツショ y はロ F ズ毛ケット

[ 100

1  

1  

パ ー 用 椅 子

材 料 は 椴 タ ! ) : j ' ラッカー仕上グ

足前量ギ ｾ銭 ア ル ミニウム 鍍金仕 上グ壬ケット使用

賀施の揚合は三本脚を四本にした。『

15 
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場 所 大 丸 大 阪 庄 中 二 階

設 計 彦 谷 邦

施 工 遺 作 竹 中 工 務 庖

家 具 大 丸 木 工 廠

面 積 約 五 十 坪

内 部 仕 上

ヌ・・・・・・

更 衣 勧

レ ヂ ス ? - ( カウ: - - ? - )

オミ製グ F ル 1ll. 才E台( 大理石)

サ y プ ノ レ ケ F ス

衝 立 、 '.1 7 ア F 飾 棚

飾樹( 衣* ダクトヲツーム〕

ノ マ 声 カ ウ ン ?  

ノ マ ッ ク . A  

階 段 正 面 僚 告 望 号 板

タ ナ

1 陪 鹿 内 冨 3 ノ 表 示 拶.

床- J ) ノグイ J].. 眠、グレ. . . 1: : ライドグ ν 戸の市松貼、: : 1 . . . ナ戸にグリシ・プル戸を入れ名。

料理場、パ F テンはアスフアルト防7 . k 掃の上モザイクグイル張 b、

監←漆喰塗、ペンキ塗タシボ仕上げ、一昔f杉板荒木のま、ペンキ拭きとり仕上げ。〈ロン

デの壁には壁書用として布張 b白色ペンキ仕上げ〉

漏立柱一四周杉板荒木のま〉ペンキ拭きとち仕上げ、コ戸ナ戸はオーク見切縁

天 井一在来漆喰塗ベシキ塗タンポ仕上げ

家主主 材料は組て接、クりヤラッカー仕上げ

クグシヨンは総て置きクッシヨンとしバーラ戸はグリン系統、ロンヂはロ戸ズ作J

れもモケット使用

16 



( 7 ) 民主的な土地使用憾の確立及

び土地住宅の民主的管理に最も遁

蛍と考えられる方法。

( 8 ) 全額彊庫負携によらない位宅

に針する金融の具体策。

( 9 ) 大資本家大地主の負権による

不動産に闘する諾砥を住宅建設の

財源とすべきであると考えるが如

何。

( 10) 不念不要建築を羅針葉止すべ

きと考えるが如何。

( 11) 其の他各蕪に於る住宅封策。

といふのであって、之に謝する回

答文を誠むと、各黛に於て怯宅針

策がさ' の様に取上げられ 、その諸

政策の中でさ' の様な位置を占めてゐるかを知り

得ると共 iこ、各龍の性格がうか Y はれて面白い

先づ回答文の到着は

く1 ) 共産黛 ( 2 ) 位禽蕪 く3 ) 民主蕪

く4 ) 園協龍 く5 ) 民自篤 と左から右への順

である。回答の内容を遂ー詳細に披露するのは煩

し〈、叉限られ? こ紙数ではとても出来ぬので大休

の傾向を述べてみにい。

共産篤と I止曾蕪は大体質問の各項目に封臆して

答えてゐる。特に共産蕪のは寄せられにもの、中

ー寄詳細に豆ってゐて、其特色は如何なる政策法

令も又企業も圏後人民管理の綿で民主的になされ

ねばならないとしてゐる点である。唯私は共産誌

のいふ如き人民管理で直ちに企業の成績がより、

政策の賓施がうま〈い〈とは考えられない。ぞれ

を行ふには絵程人民の『レベルｾ t ; 上がらぬと衆

愚政治となる恐れが多分にあり、をのfこめには相

嘗の時聞が必要であると恩ふ。J f ' 住宅鹿を創設し

閣僚協家管理を主張してゐる批合葉集や、民間の

建築意愁昂揚の匁資金の閣庫補助に意を注ぐ民主

革案は所謂常識的なものである。唯I止命: l t が園管

洋式アパートを一戸七坪坪嘗一高闘で相官立仮な

ものが出来るとしてむるのや、民主箆が木造アパ

政黛の住宅封策

井 内
折

口

私は今、昨年の暮に住宅復興合議か. ら各政蕪に

謝して渡した質、問書に謝する回答書を持ってゐる

之は一月二十三日の総選訟を前にして、その掲る

住宅針策が宰念悌 iこ終る事のないようにとの念慮

から出されたので、次の十一項目について尋ねて

いる。

く1 ) 住宅開係法令を整備すーる必要があると考え

るが如何。

( 2 ) 官民合同の委員合を中央地方に設けて、技

術や運後等の面を民主的に庭置する事が必要と

考えるが如何。

( 3 ) 全額調庫負捻による賃貸住宅を犬量且迅速

に建設するにめの具体策。

( 4 ) 勤務者住宅建設促進の fこめ必要な資材の確

保、流通の具体策。

( 5 ) 従来の請負制度7 f t . 手工業的建築様式を機械

化、工場生産化するについての具健策。

く6) 中小土建関係企業を育生保護する具体策q

11 



金園郷土玩具の話

ート 2 、 3 階建を多敏イ乍るといって居るのは技術

者として納得出来ぬ事である。』

『園協誌の回答は単に題目の羅列の如き感があり

IVtlj .f主りないの一語につきる。』

松 島 藤 太 郎『最後に氏自誌に至つては総選象針策のfこめ多忙

につき選奉終了後迄留保し? こいとの通知のみを寄

人生れて時? こま母親のお乳をすわないで牛乳の

御厄介になって大き〈なった人もあろうが、未 ｲｾ

f言て玩具の斜1世話にならないで成人しに人が幾人

せて吾々を失望させてゐる J

『この質問書は先に述ぺfこ如¥.lI 

『前回の総選傘tこ於て各政誌は相官の住宅政策を

かあろうか。民族の怪史は資に玩具の消長にょっ

て左右されているときへいっても過雷でほあるま

い。又玩具を持fこない民設は亡ぶとさへいわれて

掲げて公約し? こにも拘らす 、少しも 賀行してゐな

ぃ。そして今回の総選参; 封策に掲げられてゐる各

政誌の政策を検討すると、殆んざ前回の劉策を皐

いるし又笈例がそれを詮している。

に地承してゐるに過ぎない事は再び前f散を踏んで

か〈民族の/ 自長と有機的奇縁をもって結ぼれて

酎J努者に謝する巧言に絡る事を恐れる』との前書

掠 Tこった玩具に謝してにかぜおもちゃの言葉をも

を明記してゐるのに『今忙しし、から後廻しfごJ と

って箆親し忘却される事は韮Tご遺憾な事である。

の御挨拶には復興合議嘗事者なら令とも過憾でゐ

きて日本は笈に世界指折 bの玩具図といはれて

る。それとも、ぜうせ貰行おぼつかない公約は少

いるのであるがその玩具も今や消え去らんとして

ないに限る。取引高校徽殿 P料飲再開で充分荷が

いる現献であるのでこれが追想研究する事も徒爾

との腹からででもあらうか。ｭｾ 、。

ではなかろうと息ムのである。

玩具を分類して

以上の通り各政誌ともそれぞれの住宅針策を立

く民自蒸と. ! l lt も; l ' t . j " 策無しといふ

のではゐるまし、〉唯我キはこれ等公約された針策

減にもってゐる。

1 . 信仰的に作つ? こもの

2. 記念的に作つにもの

が最も民主的な方法により賞現される事を損〈要

3. 子供に奥えるもの

といふ風に三つに分りられている。

以下我が図のさを函にわたり有名なものを拾いよ

宣すると共に、これ等の貧行を充分注腕するもの

である。

げて特に信仰に開係あるものを照介レて見ょうと

思、ふ。

。弘前の人形笛

育完野、将、弘前に人形' E ! l といふ土で作られfこ、人物

家のクリー= ング

女 古家屋 が新築問稼 E な る 美 事 官 工 事 一 』

* 新築家屋にお手入のい b ぬ 美 紫 工 事 請 負

*石・ 9 イ ノ レ 洗 需 要 工 事

鳥、獣、魚、貝といふ風に形態夫ノj 、雑多で種類は

貨に百余 ｬ こ余 ｾ｢ のがある 。これ を吹〈と笛にな
所業ヱ素美

株 式

曾 壮

っていて可愛い音をにてる様になっている。土を

話めると子供の虫を封じる主いわれているところ

から出たものであろうがこれなら子供遣もよろこ

んで吹いて〈れると恩、ふ@

大阪市東直瓦町( 甥筋) 三和1どん三階

電話北演@f 一O二 四 ~ 五 番

t一一七六~七
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。南部の先陣駒

佐今木高綱が字治川 t五

先陣を穿つ? こ名馬池月は

南部七戸藍の駿馬な b と

云」、。 源2f ' . 盛衰記の記事

に起悶して作られにもの

で、此駒を愛離する者は

立身出世疑いなしといわ

れている。この外板馬とか、八幡馬と津山の馬の

玩具があって i司地方の馬の産地である事がうか，"':

われる。

又同地花巻温泉に黄金牛といふのがあるが、古

来砂金の産出が多かった南部では、之れを永〈子

孫に惇えるため砂金で牛の形を作って保存したと

いふ。今術宮家には時々これを見る事がゐるがそ

の形を模して作った金泥塗の玩具で製作材料には

土、張子等種身用いられていて、こんな但諾もか

らめ節といって歌われている。

ぺ金牛ツコに綿の三f - 網

おらも引きにや曳かせたや

ハアからめてからめてしっかりからめて

握つに手綱をうっかり離すな。

ヘ烏ア略〈市〈とこやの屋根で

お山繁昌と暗〈烏

ロアぎつこへ、 tどっこい

さ' っこ八千雨、ぎつこへ蔦繭

ヰーのことを『ペコ』といわt L ていますが、こん

な言葉が東北地方にあると L、ふ事は面白い事です

なんでも『ペコ』といふ言葉は、中央アジア地方

の言葉1: といふ事ですから昔この謹との交易があ

っ大事がうかちJ われるのです。合津に赤牛『赤ペ

コ』といふのがあります。

。秋田の黒鶏

此の黒鶏の一番いを市rr ると子供の夜泣きさ' めに

なるといわれている。

。 こ り し

東北地方の各温泉ではこけし人形といふ各濁得

のデザインのものがある。木をろ〈ろでく b ぬい

たもので、手もな〈足もな〈

妙ちきりんな人形1: が、それ

でいて見ていれば片言まじり

の粗朴な物語りでも しそうな

人形で 、停校 、' 口説、口碑等

色# の習慣を絡ん1: 四百年許

りの底堅史がある。厄除子如来

にか? こ zどり疫病ょげの玩具に

用い略構除子くよけし〉から

こりし t 縫っ? こ k いわれ‘ 叉背

は埴輪と問一目的で用いられ

てそれが美化されたともいわれている。

。ボンボコ鎗

宮城鯨の玩具で 、厄除り 、火伏せ、星映を治し

子授けに使われている。毎年曹三月三日木下薬師

祭躍の自に限り箆l吉で糞られるもので、襲師詰 b

には必す・買わねばならぬ習慣になっている。封建

時代に於ける、豪華な大名行列の供先きを承る奴

が気取って振り 歩い? こ烏毛の鎗に象って作られ赤

〈染めた瓢に金色と花模橡を配し之れを竹の先端

に突き差し古色の吹流しを付V11こ雅趣あるもので

今より百数十年前より停っている。これを家に飾

れば火伏せ、瓢の中の種を呑めば『星眼』が全快

する、程を蒔いて瓢を作れば厄除けになり叉これ

で婦人の腰部を七、 η ぱ子を字むこと妙なりとも

いわれている。

。踊島! 際三、春の子育木馬

古来この小馬を弄ぶ子供は健かに成育し、子ｾＮｾ

き人も日々三粒の大豆を湛凡でこれを飼ふ時は、

必十子貨を得ると信ぜられ殊に痘握手麻疹等も騒い

と、言ひ惇八いつの頃よりか子育木馬の名がつい

にと雷ふ。

。ざんざろ夫撚

栃木勝、鬼怒川温泉の玩具で、自分の顔に形取

って作り 人目を避けて意中の人の軒下に掛げ て探

れば必すも其人と添い遂げ得ると言ぃ叉二つ揃へて

家に吊せば夫婦和合、家庭園浦な b といふ。
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。東京、酉の市の熊手

毎年十一月の酉の日を『一の酉Jr二の酉 .n r三

の酉 .n e . 稽し、東京市内を初め近郷各地の大鳥神

位で酉の市を行い作J れ込此の熊手を賀 b出す。熊

手は主蚤き込t d: 雪ふところから出? こものと患、ふ。

これ・を求めて一回も振り向〈ことな〈真直に、我

が家に持ち蹄えれば、商寅繁昌、財賓山積は疑い

なしとされている。

。東京雑司ヶ谷の鬼子母紳の木兎

萱の lまでイ乍ら

れに素朴を生か

し? こ構想、の妙は

名玩といわれて

いる。思ひきつ

に、大寺〈張つ

? 二経木の赤耳、

，、、

旬、

"'.''-

¥ 

¥ 

眼玉、噴の技巧な E 、非凡の特技を示している。

天井に吊置〈と悪魔除けとなり叉、子育ての禁厭

ともなるとい〉停へもれている。

。 犬 張 子

関東地方殊に

東京方面で古〈

より、生後男見

は三十一目、女

児は三十三日目

の所謂お宮詰り

腕品として贈る。この犬張子は構想の雄大で筆技

の優美なる蓋し我が閣の縁起玩具中の傑作とされ

ている。市してこれを贈るの意は犬の子の厳に健

かに育zてると雪ふにあって、今. 日街 lま盛んに行は

れている。

。 東 京 の 飽 犬

二寸余りの/J 、型の犬張子に7 R を被せにもので、

これを天井に吊し置げば、子供の鼻がつまらぬと

いふ。

。 蘇 氏 将 来

長野県系圏分寺八日堂の蘇民将来は疫病除、開運

2 0  

出世の護符とされている。此の蘇氏

将来は、柳の材を六角の塔形に湯j み

これに蘇氏腕衆子孫、人他大幅長者の

十二字を墨と朱で書き分げ、三分位

の最小から大は、七寸f立に及ぶ。

この由来は、古〈備後風土記に出で? こ、紳祉博

設に基づ〈もので、之れに依ると、昔素童鳴主主備

後図鞘- 浦を過ぎ、蘇民将来といふ者の家に荷り給

ドし時、主人なる蘇氏将衆が厚 4主主を崇敬歓待せ

るにより; 恥まいに〈これを嘉賞し給ぃ今後疫病流

行することある、汝の子孫、と稿する者は皆英厄を

免れしむ可しと約せられたといふ。

。 おrかんじゃけ

静岡牒度洞院のおかんじやりといふのがある。

風邪除け叉は婦人病に羅らぬ禁厭とされている。

別名を『オジンジヤケ. J I rr サイハラサン.n rr サイ

ハラボンボン』なぎと稽呼せられ首鯨特有の玩具

である。若竹の一部を叩き潰し諸説住のみとして簡

単に之を束ね、赤、青等の色に染め分け、女見の

髪結び遊びの封象として作られにもの〉由。毎年

七月十九、二十日の南目。鹿洞院の縁日にこれを

費出される。軒に吊せば女の下の病に躍らぬ又富

士郡地方では風邪 ｾｾｉ かぬ禁厭に用ふともいふ。

。 回 無 し ダJ レマ

愛知将豊川地方に目無グルマ b ・去、のがあって

正面に『大嘗』と墨書していて、これを買い求め

初め片眼のみを措き何事かを念願し其願成就の上

は更に、南眼を点晴して、之れを位寺に奉納する

この種の習慣は各地に見られる。

。 美 江 寺 の 躍 鈴

毎年曹正月三十日修正食( 俗に斜l露祭と呼ぶ〉

の日に、同寺の境内に寅られるもので、此日歓百

の箆庖商人は、手に手に此鈴を打振り『商賓繁昌

上機織上機嫌』と大撃に客を呼ぶ。普より此の鈴

を鉱棚に吊して置〈と養ｾの成績頗る良Ｚ < 、商貰

繁昌すると稽せられ、嘗日は附近町村より数寓の

参詣人雲集して守ふてこれを買い求めると雷ふ。

( 衣境に績< )  



防 火 建 築 規 則 と 集 圏 住 宅 の 経 瀦

界限の費地敷

晴隆智越

次に乱の備を求めるに

宅地〈坪〉 敷地〈坪〉

( イ〉建設省建設基準・…・ . 4 0 … … … 5 7

〈首〉防火建築免除・…… ;. 45. .、H ・H ・6 4

ｾＺｦ［也巾Ｈイ〉北ＱＮ Ｕｭ 南 ＵＮＵ ｭ ( ロ〉北3m

南 5，5 m。宅地 、敷地の面積比率 70 %

臨時防火規則の適用は変質的に建設費の域嵩ｾ

意味するものであるが、街現下の資材事情との院

合せから臨時防火建築規則第 6 僚の構造( 以下車

に防火格誼: という〉を避り? こい場合も屡々起って

〈ること〉思、はれるか区、この場合の建設費を低

廉ならしめ得る敷地突く用地買収資及敷地改良費

として。

よって3 = 6 4 - 5 7 = 7 放にく 3 ) 式から

C = 生旦也盟 = 570囲

7  

但し敷地面積の増大に伴づ・て、建築附帯設備: r .

〉の坪嘗り債格の限度を求めて見る。

計算は 1 2坪 2 芦建J f 家性宅〈道路の方向に差

事費( 給抗. 7 1 < ・電気瓦斯 ・塀棚等〉が2 0 %増す も

のとして 0 = 570 x 合 = 450園と 修正す る。

即ち敷地費の限界翠償は坪嘗り 450固で之より

具があるが平均値を以てする〉を例にとっ? こもの

である が、之によって略一般の標準とすることが

廉い ときは防火構造とすれば建設費ば割高 k なり

普通建築の構造としTこ方が建設費が低廉とな る。

できょう。

. 敷地坪嘗り債格の算定

G ・M ・-・求める所の敷地愛車債

A ・H ・-・建設省建設基準による最小敷地面積( 防

火事務迭の要ゐ1 ) )

土地改良賓が坪嘗1 ) 25() ，固か〉ると見で差31
2

0
0

園が用地買牧費となる。この{ 立の地質ならば都市

周遁音
sに於ては見嘗るが其他の地域では結局大昔s

分防火構造を要する事となる。

然るに集圏住宅にあっては宅地の余裕がな いの

S ・M ・- ・普通建築 とする 震に場加する最小敷地面

積( 防火構造免除の? こめの〉

B ・M ・-・普通建築の 1 戸官 b建築安

b. …・噴火構造とするにめに増加する 1 戸嘗り

建設費

が一般であるが 、こ の場合建物の北側に 3mの盆

t. 5m として建物の南側を震
地をとるよりも之を

防火構造の場合の建設受=

A C + B + b・H ・H ・. . …( 1) 〈配置するのが常識であろ う。

とすれば

集圏住宅では特に工費の制約もあ り上記のよう

に配置上の技術の問題もあるから防火構造の規定

普通構造の場合の建設費=

( A +乱，) C+ B ...・ H ・..( 2 )  

( 1  ) = ( 2 ) の場合の保侍を求めると

A C + B + bー( A+ 乱) C + B  

C = 3  ・・ ・ ( 3 )  

の適用は愛情に即して遁嘗に緩和すべきも の と考

八る。

即ち

即ち aのイIl tが経和規定によって字減すれば敷地

費は 900固迄の とこ ろで普通構造 となし得る事 と

ぐ筆者 ・兵庫豚建築課技師〉
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なる。

b= 4，O{)O国( 外壁下見板張の普通精進

と北側のみ外壁ラスモルタ J レ

塗開孔部防火材料の防火構造

との工事費の平均差額〉

然るに・



法 隆 寺 災 す

中 村 直 勝

世界の至資法隆寺 lこ火災があっ? こ一ーといふ事

は、実智ラミ皇九年夏四月といふ造りき古の事では

なかった。? こちJ 文献上に 3 うし? こ記事を見て、そ

のすさまじい計 bの業火除ゆる有様を脳裏に措い

て日本文化最大の受難であると悲憤して居る 1: "0

の事ではなかった。つい一二ヶ月前に、さうし? こ

不可思議な現貰ーの世界にあっ? このだとは、今もな

ほ信じ切れない程の悲憤である。何とし? こ悪鬼阿

修羅の仕業か。作J とし? こ大きな罪悪を再ぴ犯した

事か。

私は此度の事色、法隆寺が焼けに、ど言つ? こ様

ななまやさしい文字や言葉で表現した〈はない。

法隆寺災す、と言って、さ' こにあちか明瞭でない

責任一一いや私にはその責任者を明示せよとなら

ば、明瞭に言つでもよい。言ふべき権能を奥へて

ほしい位にさへ息ふーーを詰問しにい。ぞれは責

22 

任者fこるべき人が、胸に手を嘗て h よ〈考へて見

れば、決しτ 原因は鎖物 k 植物の加工品にあるの

ではな〈、我が身の我執にあった事を認めさ「るを

得ないであらう。拘や、あの金堂の珪較を見? こな

らば、誰しも、ぞれはたしかに地獄の劫火であっ

たと惟はｾるを得ないであらう。焼ＢＰ ｴ 二、ずれ ＱＺ 金

堂の催を見て、ラミ罰地罰の恐ろしさ iこ、肌を寒う

し? このは、訟として私1: りではあるまい。

法隆寺は災す。あまりに大きい栴紳の倖示では

あつにが。 fこしかに天地め精魂重量産は、 『災J を

以って臨んでに相違f よい。来日を以て貴じとなす、

とは聖徳太子は誰の f こめに規定された憲法であら

うか。

法隆寺壁盤の農失は何のために、か〈まで惜し

まれねばならなかっにか。何故にか〈までも大事

な問題主して耳元 b上げられねばならなかったか。

それは古きが放ではない。古いが故に貴いならば

もっと古いものが在る。それは大なるが故に貴い

のであらうか。決してきうではない。法隆寺こそ

は我が図古代文化の結晶として、それを千三百年

傷り十に保持し来つTこ、といふ事に、園民は心中

lこ一つの誇を有って居ったからである。国民は此



の千三百年凍保をしっヨけに文化材が在る、とい

ふ所Iこ、自己の高さを見出し? こからであっ? こ。人

聞が持つかも知れない和御塊〈ニギミタマ〉とい

ふもの〉姿をそこに珪見し、そこに凝結させて居

つにので ある。ぞれが災す。我 t ; ，蹟面を居、はす知

らすピシヤりとやられ7こ思がし? こからであっ Tこ。

" 無茶しよる H と恩、はす・に叫んにのは 、皆人の心

であっfこ。

あの壁禽には、数々の優れ? こ点があっ? こらう。

技法の上に於いても、ま? こ措かれ? ご伊土主産相の有

様に於いても、指般や器物の末端にまで、至心の

注意を以てせられにものセある事に於いても。 fご

がその中でも私の最も縦い? こ; 事は、あの壁盛の中

i二三ケ所、透明なものを描〈に成功して居る事で

あ，る。十説壁薬師如来の主主にせる珠、一批壁躍迦

薄土にある文珠が右手にせる輩宮、その封照 にあ

る普賢の右手 i二のせる水瓶。この三点は、それが

; 7 ] ¥品であるか拍子であるかはともか〈として、透

明なものである事には相違なく、それを明かに描

出して居る非凡の技を数へられ7二時 、それ丈でも

世界文化の誇? ごと思はれ? こ。千三百年前に此の秘

技を考案し? こといふ事? ごりでも、宇宙の太極に坐

します紳震に、人聞の功績として報告し、斜l嘉 納

主語表るに祁遣ないと信じ? こ。而して英功績を貨物

を以て今日迄で停権保 持 して燕? このであっTニに。

それを今言つでも仕方がないとて、死児の齢を

政ふる島、さを供ふ人あらば、主し〈供はしめよ。

死見の齢を指折る所にこそ、親の心力; 範るのであ

る。親ならでは解せぬ至情がそこにある。

あの時、金堂の中にあっTこ詰偽像その他は、他

所に移されて居ってj )よ容を免れTこのは、ゼめても

の芸名である、主いふ言葉を耳 tこするが、1 PJ 1 こる胃

潰の詞かと、腹立たし〈さへなる。民 ｾＱ ことか、

残ったとか、何か潰れfことか、何れ砕れfことかの

小さな事を私は悲しんでるーのではない。法隆寺災

す、といふその事件ーに1 f : 限の痛恨を感じて居るの

である. その素因に働突して居るのである@

く筆者・女高島博士〉

法i窪寺金堂壁奮の思ひ出

望 月 信 成

盛光燈に照し出され fこあの壁重苦| まさ' 美しいもの

は務れであっfこa 専門家が見ても、素人が初めて

拝観しても噂さ以上に美しいものであるのに篤い

にもの亡。特に第六抗墜と稿する西方の阿孤陀tf

土復置は最も優れにものであって、何人も ζ の壁

の前に立つ時は我を忘れて眺め入るものであつに

紘を主色とし? こ椅子に赤衣の阿挽陀如来が坐し、

それに官官主的な而も批麗な観音砦至の二菩薩がし

な? ごれるよう tこ侍立する様は世のいかなる給奇跡二

も倒底到達することの出来ない素晴しい美主持っ

てゐ? こ。秘闘もよし、描綿も vtL暢で、彩色も調和

よ ｴ 、あのやうな躍っ＿こ ｾｴ 縦一つもない絡は何島

lこも見出すことは出来ない。給でありながら非常

な量感を味ふこと ，の出来る不思議な表現法一一こ

の表現法があればもう彫刻は必要がないと恩はれ

るほさ'奥行のある絡であっ? こ。上手な今、肉彫法主

用ひてもこれほぎまでに第三度的な表現は不可能

であら J ! まさ立休的でゐつ?こ。この一事をもって

しでもこの壁醤は素晴しかっ? こ事が到ると，恩ム.

次に描紘iこも不可解な魔法がある. 一言に云へ

2 3  



ばrJlt' 暢な RE' 疫のない綿を自在に 51いにものである

1 ; ; 、竪の壁に足場をかりで措かねばならす¥而も

僅かな燈明の火をによりに筆を運ばねばならない

うす暗い金堂内を怨像する時、この筆者は帥技を

褒揮しにものと云はなりれば解障がつかない。何

故ならば竪の壁、換言すれば垂直の面に締をか〈

ことは 7kZ f 面に描くよりも非常lこ困雛であること

は何人も知ってゐる。その上に三尺乃至五尺も長

い而も肥痩のなし、綿を引〈ことは現在のい〈ら遼

者な笹家でも容易に出来る校二ではない。人間の手

は腕の長さを牟径とする国を描〈ものであるから

肩を上下して直綿を引〈よ b外 iこカの平均し? こ直

綿は引りるものでは。ない。垂直の壁に向ふ時、一

屠カの平均が困難であるから、簡単に肥痩のない

綿を三尺も五尺も引'りるものではない ρ それがこ

の壁禽には諜身、と表はされてゐで、 司ーケ所の彼綻

も認められないのは、人間技とも思へぬものがあ

る。言葉を換へれば恐ろしい手腕の持主が描いに

ものとなる。

次に配色のよろしきを得てゐることも亦驚歎に

依するものがある。同じ色を用ひても配列の如何

によって美し〈もなればそれほぎでもない場合が

ある。例へば赤の隣 b に線系統の色が並よくと南色

とも映えてー美し〈感す・るものであるが赤と紫とを

ならベ? このでは互に殺し合ひ少しも美し〈ない。

か〉る配色の効果はこの壁番に驚¥l まぜの成功が

つ け て 安 心

霞重力火災溝上

本 庖 東 京 銀 座

{ 大 阪 市 東 直 北 積 一 丁 目 六

支底〈京都市下京直烏丸通高辻上ル

市中戸市生日夜元町通三ノ一二
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見出 5 れる。親在の美撃者が考へ出しでも恐ら{

これほぎまでに行かないであらうほ乞完全な調和

を示してゐる。この織の筆者は永年の経験から最

も美しい効果的な配色法を知ってゐ fこと見なりれ

ばならない。それであるから盛光燈下にさらり出

され? こ壁番の色があま bに美しいので観者を暗然

? こらじめる結果となるわりで。この絡の未知の筆

者の手腕と頭脳とは異に篤 " べきものがあっ? ごと

云はなりればならない。いかなる美辞麗言を以て

しでもこの壁諮の美しさを云ひ表はすことが出来

ない程美しかっf こ。

それが本年の一月二十六日の朝魔火で焼失して

しまっ? こ。ぜう考へても喧の様な話である。、文部

省はその修理に叉壁番の模主主に蔦警を期し慣重に

恨重を重ねて、そして偉いたのであるから何人に

詑ぴる積りであらうか。ゐ? こら天下の鴻貧を短波

せしめにのである。永遠の生命を持ち永久の信仰

をかち得てゐ Tこ筈のこのE笠蓄が、最も罪深いとい

ふ入聞の本賞の僅かな不注意から、その生化を奪

ってしまっ? このである。紳も併も日本をもう見棄

て〉しまっ? このか。私は永遠lご畳めない悪夢に主f

そはれながら私は今でも法隆寺炎上は亜のやうな

気がしてならないし同時にこの悪夢が畳めること

を願ってゐる。

( 筆者・大阪市立美術館主事〉

闘がν 、、ＢＧＢ‘局内ｾＮＮＮｾ，ＮＮＮｉＧ｜内内～ＢＧ～ＧＢ内内向 . . . . . .  

大阪府防火建築地域国

上記地域圃を取次ぎお頒ちしております、御希

望の方は下記により御求め下さい。

一部金警100. 00 合員外宮120. 00 濯 料y 4 . 00

申込は朝日ピル六階事務室叉は天紳橋建設会館

内本会分室宛の事



法 隆 寺 の 鐘

重量田 孜

法隆寺を葦捕宮跡であっ? こといふ、榊屋の成繭

寺から見ると、後の山脈を背景に法起寺、法輪寺

中宮寺、夢殿、そして東院伽藍と整然とならんで

ゐる。法輪寺の三重塔は去る年の雷火に事与を泊、し

注起寺塔@ 九輪fごりが微かに松林の中に浮んでゐ

る。五霊塔は解体修理め貨屋根1: り高〈見え、三

塔は太子のゆかりの、そして悌数箔盗: 期の飛鳥の

最後の楽光をか? こり、此のあまり賢からぬ斑鳩の

星に占め? こ太子伸一族の築き上げた文化の高さを

象徴する。患、へば雷火で炎の柱 となっ7こ法輪寺塔

を深〈問題にとり上げなかっTこことは、閣官E管理

の不行届きのざ人底であっfこ。 j際関がwr や〈針策

を他の塔に及ぼし? こ Y げであっTこ。

時は移り金堂の炎上は世界の耳目を踏かし、文

政の府の度踏を抜き、美術史家の至貨を根こそぎ

にし1: 。世界ーが一つ減つfこちJ げではない。永年

か〉って慎重に篠原をあつめて集を練 b、函聖堂を

以てその大部分の修理工事を賄つ? こ総決算が、跨

かりで煙となっ7このである。それにとちJ まらす¥

更にその努力のあり方が再検討をうり 、ひいては

闘賞保存や修理管理が反省されること、なつTこ。

壁鶴一片の剥離彩色の目に見えね散倹なさ' さえ気

にして、此の千二百五十年前の最上蔵の舷在住を 如

何にして更に永年に偉うべきかを考え、 壁面の機

誼の簡査、穣度の張弱、彩色の槌色艶化等々、出

来る限りの手を壷し、彩色の顔料の分析さえ、壁

画から 採取せぬ といふ、おろそかならね方法をと

ってゐに。今7K泡に面して見ると、せ、めて各種類

¢顔料を精符、に十二の監一面にわ Tーって、徹底的に

調査して置き? こかったと恩ふのである。これは吾

々の責任であるが、壁笛の調査を文章でのこして

置〈ことも必要であっ? こ。西方の阿摘陀浮土を描

いに大壁は、大壁四面 k 小笠八百と都合十ご面の

うちで最も印象鮮明な調和あ る美しい織面 を持っ

てゐ? こが、中央の阿務陀如黙の顔ば'ホースを掃し

色t J 震の穴を穿つ? こ突嵯の無思 f怠な仕打ちから、

全〈失はれて了つ? こ。撰りに撰って此の大事と、

口惜し〈恩、つfこが、図賢一般がかやうなぜ痛い島

置を受り てゐないとは言へ Tよい。進んでは保存の

2誌の研究調室も遣して置〈のが図質管理必積極的

な手段である。

名諮や有名 彫2: IJの摸篤複製、それもできれば忠

変に彩色顔料の光鐸や量、厚みなさも良心的に考

慮し、主tl 力の練E皆、気品の高さなさ' をも原骸 iこ迫

る程の精搬を期し、彫刻の場合なさ¥すぐれ? 二部

分の複製を一流大家に委喝 して、 数材に配布レて

もよい。理想的な精巧な原色印刷にも隣家が大き

な見地から衆 b出すべきである。一見開事業 と考

えられ易いが 、失はれ? こあとの苦盃を呑む司王に息

ひをいたせば、こ h までし、かねば不充分である。

寺はタ ［論 信仰ｾ｜しでは成り立＿こない。然し闘

兵の至貨を是非とも信心の3Et 象1: らしめるかぜう

か。人への信仰が寺を維持する一面をも考~合せ

るなら、不安な管理から充分な如、カな管主主; へと湾

総を耕して進むことに協力するのが蓄し、道のやう

に思はれる。

金堂修理工事の途中で焼りにことは、修理が 余

計なこと、いふ口貰を奥へるかも知れない。そこ

でその原悶の深い t ころを究明して、根訴を抜1徐

し新しい保存修理の方途を樹てねばならね。従来

の制度や官制、委員合調査舎なざの臨係機協を改

鐙更正安るのは焦眉¢念と言はねばならね。

建築協舎がこのやうな修理工事に援助を奥える

ことなピも考慮しにらぜうか。民営と 1主' 後と;j:[・4ミ

ばしても、最も賀行し易い主主をとるのも話事者は

考へてよささうに思う。法隆三吉は特に文釘省が重

点を置いて直後・しにもので、文化施策は中央集権

的なものを辱しとしfこが、地方分権も却って良い

場合もある。調査研究なぎに地許ーが有利なのを忘

れられ勝ちであるが、出張費の高〈か、る中央依
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存は冗費節約の面からでも改めるのがよい。

古祉寺連築修理の人材養成なぜも一態考慮、した

い。もう古建築修理の震の特殊技能を有する大工

は敬える程しかな〈 、持* 全面的な保存修理の潟

1こは手不足となるのは明かである。三年間位で一

語り習熟§ せ、水準を次第に高めてゆ〈し、種キ

の数養をも身につりれば、有能な技術者が匿を接

して出るであらう。経費は閣家と特に修理工事の

多い京都、奈良、滋賀なぜ連合で持つのがよ〈、

教育委員の有識者が之をとり上げるのは嘗燃であ

る。描いて胡麓に似るが、金堂炎上を契機として

起る雑多な開屈も、詮じつめれば古美術研究者の

張言が鐘の遠昔、のやうに聞きとり難〈、遅〈響〈

ことから出るのであらう。

( 筆者・奈良博物館技官〉

法隆寺擢災雑考

-
F
 

尾 保

昭和二十四年一月二十六日朝、解体中の法隆寺

金堂は炎上して掛替のない壁盛を烏有に蹄せしめ

にことはまことに践念である。筆者は二十八日現

場へ行って見fこが貨に惨悌fこる光景であっfこ。焼

1t11こ壁岱の前に立って糸然とし? こと同時 lこ憤怒の

念がむらならつと湧い fこ。誰に憤るともな〈誰を

責めるともな〈ナこでJ 腹立? こし〈なった。I l ' 盤人の

死額を見てゐるやうな感じがする』といっTこ人が

あっfこが責感はさを〈その通りであっ? こ。

事こ〉に至らしめに責任はー休誰にあるかとい

ふ閣題は牧等図民として一際考へ且つ大いに反省

すべきであると恩、ふb それは近悶にも遠因にもで

ある。近悶のーっとして電気坐荷園切不完全から

日本商人への反省を促し? こ人もあっ? こ。それもよ

い、これがにめに日本の商人が翻然として正しい

向方に進み外園の信用を博するなら大きな牧獲と

もならう。或は文部大臣は責任をとって辞職する

のも今後の文化財に謝する図民の関心を深める上

に大いに役立つであらう。莱紙にい」、『一般国民

が見せてもらへないやうな壁書を作J んで閣民が護

らねばならないのか、食ふことに困ってゐる圏民

に法隆寺が作n:JJ なぜといふ人にもを設省を壁土ね

2 6  

ばならぬ。文化圏家建診を目差す圏にそんな人は

一人でもあってはいりないからである。

世に所謂法隆寺撃者や法隆寺事術家といはれる

人達の名春慾が、途に金堂を懐いてしまっ? この1:

と見るのも一理も二理もあるが、これ等の人濯も

この機に自己の小さな名春愁やセクシヨナ P ズム

を捨て〉大きな気持ちで園震であることと、信仰

の封象物であることにも留意してもら lまねばなら

ぬ。一方宗教関係者は『伽藍を博物館化すること

や皐術研究の資料にする撃者や護芸術家は信仰を無

視してオモチヤにしに揚句偉いてしまっ＿この ＱＺｾ

と思はれる気持ちには大いに同情する t ; 、しかし

圏民の文化向上といふ大衆的見地から今後もある

程度までは赦すのが本嘗? ごと思ふ。

中には『舎者定離、生者必滅はｩｉＡＺのなら ・ ひｾ 1ご

、形あるものは必す誠するのてから何も数〈には

及ばぬとか? こづりる人もあるが、我キ凡人にはさ

うはアツサリ諦められないが、? こちJ 室むところは

阿倍をもって幅となす』の結果に禽事導〈ベ〈、

製者も轟術家も建築家もま? こ宗数家も法隆寺関係

者も政治家も圏民もすべての人々が理解と熱意の

下に努力を績りて行ってもらい度ぃ一事である。

再 建 へ の 希 望

金堂と同時に五重塔も二年以内に完成すること

に決しfこことは大し斗二度すべきであるが、今度こ

そ工授を惜まねゃうスライド式の珠算でやっても

らひf こい。そこで我々としては再建に際し衣の三

とを特に希望し? こ tv'o



壁 書 一一 度げに壁歯は最早壁誌としての慣僚は

ないのであるから 、 これをもともと湿りの場所に

飲めるといふやうな恐な事は止めてもらひたい。

壁磁は元来危巌の?こめに官接い? こもので 、決 して金

堂の木曜まではない。本主主fこる薬師( 或は稗迦かの

問題はZI j として〉はき暑にして災を免れ? このである

から 、信仰といメ、点から考へでも 、壁: 1l 誌を元の位

置に返す必要は少しもないと思ふ、壁番を信仰し

てゐるの，ではない筈である。オリデナ J レでなりれ

ば信仰が出来ぬといふやうな信仰は作J うかと恩ふ

まfこ金堂には壁惑がなりれば信仰が出来ないとい

ふのも可笑しい。使v Hこことは残念てが焼けてし

まっfこの1: から致方がないではないか、アクリル

樹脂か何か知らないが、遁首な方法でかf こめてこ

れを別なところに保存し、金堂内は宮分の問自民

でもよいではないか、あわて〉壁議を笛〈必要は

ない。そこで問題となる点をゆっ〈り考へTこ末、

決論を得? こ上でもおそ〈はない。現代の酪象の手

で白鳳期の背に復原しTこ給を醤〈か、或は此度の

火災前の笠f i a' i E! ll ち模1. ' &illi りにするか、或は叉全然

具つ? こ絡を現代一流の郡家によって識〈か 、種 J を

あるが、兎に角充分研究をすることて。しかしこ

れも筆者をして云はしむれば、復原画 iこすべしと

'云ひ度いので- ある。ぞれは筆者はアジヤングを見

墜しTこが、姿勢や幽綿ギ配置等すべてが法隆寺の

方は -;r ジヤング以上1: と思ってゐ? こからである。

正に世界ーの監需であったと宗ひ度ぃ。この立波

な壁盤の復原し? こところを見せて貰か度いの亡。

『魂の抜けに復原園は何になるか』といふ人も出

現行工事請負規程分頒

改正案を練ってゐるが之が完成は向! 侍を要する

ので 、各方面の要望に! 穫する) . A ; 現行のものを荒千

印刷 し、一都 宮qO. OO ( 詮料費費〉で各11頒ちし て

ゐ る。精々御利用下き してo

て来るであらうが、 この論は長〈 なる か ら後 日に

譲る こと h する q 1; -，; 一言践 しておき 度いこと は

『古いから債債があるので といふ考へ方は骨董趣

味である J といふこ とである。ま 7こ『信者でな い

人の給にはさ程が入っ て居らぬ』 とし、ふ考へは浅薄

である。I i ' 謀術も宗教も極致は一つであ るJ とい

ふことも附加へ置 き度ぃ。

建 築 一一成つに古材( オ リジナル〉は出来

るだり使用する として 、此際純然f こる 飛鳥時代の

建築 i二還元させて もらひ度ぃ。 く勿論白鳳期の裳

階はそのま〉つりでよい〉。一体金堂tこして も塔

婆にしても、桂昌院( 五代綱吉の母〉の元雄大修

繕の際新材を多量に入れ( 殊iこま答婆にはそれが多

い〉、而も江戸時代の手法が相官入ってゐるが目

ｾｩ まりであづ＿こ。長野字卒治↑博専士は『法隆寺伽

の建築は元紘年代の再 ｅ建主に成成ｾ '9 し者なり( 明治三

十-年七月〉刈」との愚愚、論を提出し? 七こ f位立であつ? 七ご。此際

江戸時代は勿論鎌倉 、室町の修繕とおぼしきもの

は一切取り去って 、創建官時の美し い法隆寺を再

現せしめてほしい もの化。金堂の屋根も僚茸に し

鴻尾を乗せ軒の翼反りも見せてほ しい。

ついでに中門前の南側の松の樹 も切ってほ しい

筆者は法隆寺を拝観すること四十敵国 tこ及んで居

るが 、その度毎に中門前の松と夢殿の柳が般にき

めつてゐ? こ。我々建築家は兎に角美 しい法隆寺を

拝親しfこいのである 。 それは我々の信仰であ るの

である。

( 筆者 ・毎日新開需土建築顧問 、指南ヱ弓E名響敬子受〉

耐 火 ボ ー ド

( プラスターがード〕

天弁 ・間仕切 ・内 illJ 毛他各種ノ 建 築材

トジテ定 評 ア P

旭 日 印 ( 耐火・ 耐震・ 施行容易〉

大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 舎 祉

穴 阪 市 東 淀 川 区 元 今 里 北 遜 五 ノ ニ 四

電話豊崎 ( 37) 一一四四番
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科翠的なることの意味

野 地 修 左

法隆寺E聖書の切取りが問題にき、れてからすでに

久しいものがある 。ぞれについて寺側は終始反封

してきにために、宗教的見地から科書喜に臨むこと

を一部の人々特に技術者側からかねがね非科率的

な態度として非難されてき? こ。今次の火災を懇で

その撃は一層高まってき? こようである。宗数が背骨

科星空的なものであ るという定ー味におい て、それも

一般、肯定は できる が 、なお好なと ころに 備するの

雄があり 、危〈皮相な所謂形式論者に堕せん とし

す〈な〈とも科皐の本意を正賞に理解しようとす

るに、さらに一段の距部があるように感ぜられる

切取り作業の可能怯が硲貨に保設されない限ち 、

なお問問は蔑されているからであ b、そして事賓

としても 最悪の場 合が往々に して無きを保し難い

からである。飛ヲミ小笠の切耳元 bにも現に疎漏があ

っ? こときいて いる。ぞれが事賓とすれば、切歎作

業の科感性を主張 し、しかも切取作業に伴うべ き

不安を事置において明詮しにのは、これが主唱者

その人であった。宗淑誠司斗撃かーそうした論旨は

別と して、技術的見解 から少 〈ともその態度にお

いて紙〈ところがあっ? こことはいなまれないよう

である。寺側がいままで これに 同意ーを表 しなかっ

Tこからとて 、今の技術の段階からいえば篭も不思

議はない現象である。ま して封象が世界の至賓? こ

るにおいてををやである。余りにわかりきったこ

となのではあるが、今日の科泉 E いうのは全きも

のでゐり経樹のものである と即断する こと は許 き

れないのである 。に から今のわれわれに とって科

著書的であるというのは 、修理の使命と方法主意義

とを確認 し、具体的には切取作業に伴う危険率の

有無と程度を検討 して、 謝象のもつ意義に即 して
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これが是非を決定することにあるのである。後ら

に切取って保存するとし、 5 のが、科皐的である所

以でもなりれば、また美術を愛好する所以でもな

い。軽々に決し難いれ、うのが自然で、官然であ

るとし、える。

夜化剤の場合も同様である。

1-: から寺{!!Uの宗数的立場か らの論縫もさる乙と

乍ら、あえてそれを抑し伏せ得なかづザこのは、忌

惇ーな〈いって技術者側におりる紋上の弱味が、あ

んも〈のうちに集付かれていにためでもあると謄

路な C断言しでもい〉と思う。そして寺側の反射

も一つにはその点に存したと想像しでは行き過ぎ

であろうか。もしそうならば、寺例の態度にもお

のづから牟面の理が存していないとは言われな 〈

なる。その点で寺! J : ! tl えの非難は嘗らないし、そ し

て又、もう一歩進んで、そうした技術的見地から

の疑義をも無践して切取りを主Ｎ張し、寺ＡｊＺＡｾえの非

識を張、開 しようと するのなら、それは科撃者に し

て自ら描いに理想、の幻想に捉われているとのそし

りはまぬがれ難いであらろ。そして寺側ならぬ技

術者こそかえって非科率的である事の汚名を甘受

しなりればならな〈なるのではなかろうか。この

1笠味で謬者の好杏心から寺を控いてしま' つにとい

う寺側の言い分にもうなづりる節がある。

きて私は何も寺iiWの立場 をことさらに鱗護しよ

うと L 、うのではない。そしてま? こ、失火の責任が'

今夏いづれにあるかを論議しようとする意圃でも

無論ない。唯科書担者のi JWから寺側の非を論議する

前に もっと強ｾ Ｎ Ｇ反 省が起らなりればならな い ＱＺ ろ

うということを言い? こい1: げであーる。そして今後

の庭置について、一月号必要であろうということを

指示しfこいてりである。保存か復原か一一園賢建

造物の修理工事の一般にも併せてそれが言い得ら

れ' るのではないかということを主張し? こいだりで

ある。

( 筆者・紳戸工業専門率校数授〉



伏 簸

藤 原 義

法隆寺金堂内の東北隅の土聞に直径 4 尺位の漆

喰で鰻頭形に塗り固められfこものがある。之は伏

議 U 乎ばれているもので、その資休は何かよ〈ヂ! l

っていない。停八るところによるとこの中に多〈

の賓が伏せられていて、法隆寺に大維があった場

合にはこれを掘れば救はれると去うことである。

ーには偽法上の鋲型まには視昔供壇であるとも云

う。明治初年に森有髄 と去ラ文部大臣が来て之を

開げろと命じにことがあっ? こが寺では頑強にこば

んで掘らせな かっ? こ。彼は迭に怒って強制的に掘

らせようとし? こところが、嘗時の和衡が丸裸にな

って伏臓の上に大の字にねて、強ｾ Ｉて掘るなら自

分を殺してからやれと捨鉢戦法に出寸こので、さす

がの大臣も遂に諦めて退散しfことのことである。

法隆寺には伏蔵なるものが三ケ所あると去い惇

へられている。金堂と経離とそして歩廊の外方の

西南隅にあって之を三伏識と呼ばれfこと云うので

あるが、はっきりしているのは金堂1: !rJ で歩廊の

外方のは位置は剣らす、経離のは唯て自 然石が据

えである忙りで、はっきりとし? こ形の物ではない。

法隆寺のような古い由緒ある寺院にこのような

ナゾの存在物を見ることは決して不思議でもない

であろう。ギリシヤのェ ν クセイ. : t " ンにはアテナ

ポリアスの呼ぴ起した赤い紳聖のカンラン樹や、

ボサイドシが三択の槍を立て〉湧き出させfこ際井

が今も遣されているのである。

燃るに今この伏識を殻掘せよとの意見があり、

寺院側の反撃すにより行き悦んでいるとのことであ

る。自分は新聞紙上で見fこ1: ( 1でー、英真相は知ら

ないが、一部では寺の頑迷さを非難しているらし

い。しかし若し新聞の報じるようてつにら、その

非難はいさ〉か行きすぎではないか。寺院側がそ

の宗教的立場から蛮掘を桓なことは一際の理屈は

あるであろう。そして科撃者が科撃の立場から殻

掘の必要があればこれを主張することも正しい。

故に若し褒掘し? こりればその必要の理由をはっき

b示して寺院側を納得させればよいことである。

十分な理由があってなお寺が担めばそこで世人は

批到するであろう。

この事は金堂輩横の問題にもあてはまる。壁衝

の修理保存に闘して賞局と寺院側に意見の〈いち

がいがあり、金堂修理の準捗しなか、? ? このはその

?こめ1: ったとも去はれ、甚忙しいのは今回の火災

は寺の頑迷がもたら 、しにもので、寺が文句きへ去

はなりれば修理はとうの昔に無事に終って今頃は

立沃な壁衡を関民が安心して眺めることが出来? こ

はす? ごと云う。これは貨に無茶な批判で、金堂修

理が延びた原因は色キあり、金の不足、戦宰の7・

め、なさ' 寺も修理官局者もぜうすることも出来な

かっf こ原因もあっ? こであろう。併し壁盤底理の難

問題は確かにその大きな原因と去へょう。この壁

霊苦慮理について寺が頑迷であっfことは必しも去へ

かい。これも伏離の問題と同様に科撃の立場かち

寺側を、否、寺側ばかりでな〈一般国民を納得さ

1ぜれば よかっ? このである。掠るにこのことは極め

て困維なことであって、その理由は壁鐙の移動や

年1 j 落止めの操作について、科書量的に高金主保障す

ることが困維であっ? こからてと自分は推察してい

る。若し寺院側の頑迷きが壁惑を鹿い7ごとする筆

法を逆に用いるならば、科撃者に委してお( 1 ば法

隆寺金堂の壁爵は既に四十年前に台なしになって

いにとの理屈もつき得る理由があるのである。

法隆寺金堂焼失について今我キは個々の責任は

云々しTこ〈ない。何試ならばこの失火の原因は個

々の官事者の注意不注意にのみ蹄せらるべきもの

ではない。去はば時代的な惑い大きなカがそうさ

せにと云へる。寺も嘗局者も与を法隆寺修理のため

に日夜心臓をけごいていたことは我キもよ〈知っ

ている。唯1: イ旨J か事件があると直ぐ一方的に責任

をなす b つりでうっぷんを晴らすと云ふ小園長的
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態度は好まし P.よい。法隆寺の行先は主主々浪が高

いことが7象想せられる。このときに官 b 、不用意

に他を傷け合うことのないように、大きな心をも

v‘  

法隆寺金堂失火の起

因と再建に就て

池 田 谷 久 吉

は し カ ; ｾ＠

法隆寺が焼けにので『失火の起因、再建に闘し

て古建築なぜの保存に闘する意見』に就て至念一

文を草せよ k の依頼に経しf こが、少し風邪を引い

て気分が惑いのみならす・急: の事予時聞がな〈落付

いて輝まった意昆を害〈蝦もないうちに原稿締切

の督促があっ? こので貨に雑ば〈なもの〉ま h 脱稿

し? こ。此の点読者諸賢に特に御諒承をお願ひする。

1. 失 火 昭 和 2 4 年 1 月 2 6 日 ( 7k曜日〉

午 前 7 時金堂よりうた火内陣大壁4 小笠 8 合計 1 2  

面の塁聖書は壁自体は残ったが毒菌は焼失、或は剥

落、泊、火ホースの注入の潟めに壁f I i の重要な箇所

に大穴b; 敏ケ所もあき内陣、柱、扉、長押、天井

等の内面は黒焦げとなってゐる。幸に解体中の事

とて上層の屋根瓦小屋組、其の他の架構、装飾等

は巳に本傘其の他の悌像と共に他に移してゐ fこか

ら此の度の災容から免れfこ。ま 7こ裳階及内障の外

部は被害極めて軽少である。失火o; 琵見されfこの

が朝であったので附涯の泊、防圏も早速駈付け消火

につとめ漸" 9 時頃鋲吠しに。

金堂の詳細なる被害調書は作J れ夫れ央れ専門の

立場から執筆があろうかと恩ふから之は省略する

2. 失火の起因失火の起因1三就ては所轄壌を初

め検察際に於て厳重調菟研究の結果「電気座布圏J

に依る失火といふ事に略決定しにとの事である。

法隆寺の金堂には昭和15年頃壁書模鶏工事開始

と共に盛光般の設備されるに官り、東芝電気のア
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って良識をはたちかせ、少しでも良い修復の出来

るように勘まし合いTこいものである。

( 筆者・京都工業専門場校数授〉

事にて 100 ボールトが12本配線されてゐ fこが昨年

十一月 xモ{ グーのエヤーコンブレサー用 200 ボ

ールト綿 l 本が増設され今日に至るまで別に作J等

の異献がなかっfこ様であるが、偶キ最近模湾禽家

連の暖房用として電気座布園の要求があり焼失 5

日程前に森村電気庖施工にて 100 ボールト 2 本を

配綿し、- 京都高島屋よち電気座布圏 13ケを購入し

早速さを使用し? こことから批の度の一大痛恨事を

引き起しf このである。

普通電気座布固には自動調温安全挟置があるの

で70度に透すると緩蹄が外れて電流を止める仕掛

になってゐるから大丈夫である筈であるが、今回

の座布圏に就て阪大工接部の竹回数授の調査によ

ると、三京祉の製品( 責任者井上渉氏〉にて製作

者は無免許者にして自動調温挟置な〈過熱のま h

電流が通じてゐ? こ事資、なほ= クロム綿は石綿布

で二枚各き絶縁すべきであるに僅ドに石綿糸をま

きつけてある忙な? で絶縁が極めて不完全なこと。

エクロム綿は直径 0. 3 ミリの太いものを使つであ

るが太い締はかえって切れ易〈その際火花b; とぴ

表の綿にまで引火しにものとの事である。

まf こ遊信省電気試験所、中路宰謙工博の談 lこ、

盛光般に上ヒし電気座布圏の設備は不完全である。

使用されていfこ電気座布圏は試験所の認詮を受り

ていない格外品であった。

前日の終業時間に使用者7こる喬家運が fこしかに

スイツチを切って蹄つfこといひ、ま fこ失火嘗時電

気責任者fこる佐藤亮掌氏が早速現場にかけつけて

配電室をのぞいにときスヰツチはオフとなっでゐ

fこが水にぬれてゐ fこと詮言してゐる。

ιLとから考へて前日から座布圏が温熱され、翌

朝になって燃え蟻つにといふこ b になる。前其の

日未明には法隆寺管主佐伯定胤師 t ; 聖箆院の往復

にも気が? 寸かなかっfことの事である。要は粗悪品



であっ? こ座;市圏がスイツチが切れてゐでもそれ以

前に内面で〈すぶってゐ 7こといふ結授になる。

作J はともあれ世界の至資を座布国一枚で烏有に

蹄しfこことは悔んでも憾んでも諦め切れない事で

ゐる。我キなもう之れ以上J号、痴を言ふべきではな

い、覆7Kは再び盆に遅らす、死ん1: 児の援を敵へ

る馬鹿ではあり? こ i ない。今此の大過失を糟じて

今後のｾに大いに善用しな〈てならない。

我キの目前に迫ってゐる問題は如何にしτ 再建

すべきか、今後の図賓保存に射する種々の評、屈に

，劃する研舗で ある。

3. 再建に由主て 現在焼げ珪りの柱はあのま〉流

用して焼失部分( 表面より 1寸内外〕を剥ぎ取り

沿え木を施して用ひること、現在の日本ではあれ

丈の檎材の同質のものは短時日には到底入手，至難

である。ｾえ木をしても東大寺大俳殿式に施工す

れば差支ないことである。壁蕗はーと先づ現在の

柱聞から取り外し遁嘗に禽函の保存施設の化皐的

民主理により現献に復原保存すること、決して取 b

外して他に移しではならない。仮定へば敦慢の塁書

留が大谷イ自の手によって抜順の博物館に保管され

てゐ? このを見fここと がゐるが此の度ソ連軍が搬出

行方不明と聞いてゐる。敦埠にあれば永久に保存

さるべきをーと度搬出され〉ば一時は立汲に保護

を受りるとも永久にその場所に保詮されない事情

が起って来る。扉板も斑樹に一枚板では再製不可

能であろうと恩はれる。出来る丈り控げ競りの球

木を補修再使用する lこ差支あるまい。

4. 修理穆務所￠飽篠にｾて 我々は此の度の焼

失の責任者を迫求するのでもないが要は機構の欠

陥は不群事を起じ? こといってもよい。あれ丈りの

重要なる工事責任者が片手間仕事であってはぜう

せ身の入る? こめしはない。脅から役人の片手間仕

事といって形式論のみで内容のない事を暴露しfこ

よい賓例である。所長は東京で大年を 、主任は奈

良の博物館でゐ fこことは此の際考へねばならぬ。

私の私見としては所長は寺の佐織がやるべきであ

る。何故なれば物件の所有様者は住職である払上

最大の責任者fこるべき地f立にぜこまでも任十べき

である。そこで技術の面のみを女台「省なり犬撃な

りの権威者が捻嘗し所長の命によって各自の分擦

に奉す・べきである。修理事務所と住職とは表裏一

休でなりればならぬ。次に修理技術と研究とは別

個のものでなりればならぬ現場に於て研究しつ〉

同一人が施工に嘗: ， eいふ事は二兎乞遁ふものは

ー兎を符・ない事である。街、経後部門を隼る者も

必要である。即ち経理運営に闘しでは政府首局、

一般社舎に封して函庫補助額、一般客開金募集の

技術に堪能の煮も忘れではならない。

是迄の役人気質でやってゐては物僚受動の甚し

い近頃では到底不可能事‘ではあるまいか、近頃の

修理事務所ーの現献は徒らに人件費と事務費に消費

されてゐる事: 貨は詮明してゐるではないか。一定

の工程に撃すする議算が決定されたときは相官なる

良心的請負業者に詩負工事としてもよいのではな

かろうか、私は今薬師寺の若宮祉の修理工事の竣

功に際し其の自信を持つ者で人件費と諮雑費の僅

少なる事は日本の保存事業中の首位といってもよ

い。奈良の極集院は着工以来散年を経 るも未1' : に

完成を見ないのも充分研究すべき問題である。

豆文る地方では閣安に指定されることを極震に回

避する貰例を屡今見るところである。之は修理に

際 して僅かの補助金を貰ふ ? こめに必要らLとの経費

が要るからである。出張放授、日賞、諸雑普賢、等

身、然かも肝心の材料等の購入費は極度に節約し

? こ詩め新調の瓦葺きが翌年葺き替えねばならなか

っfこり、いろいろの過去の罪放の却火は法隆寺の

金堂を焼L 、? ことも去へょう。

5. 箇質保存法の改正
函資保存法の責施面を

見るに圏資指定に嘗り保存顕彰の充分債依あるも

のが委員合通過に数年を要するかと息、へば政年官官

に委員合に審議に掛りて否決されにものが知ら一ぬ

聞に指定されたりしてゐる。又修理之事に於ても

倒潰第一歩三子前の危険欣態のものが放任されて現

放の憶にでも一向差支なしと忠、はれるものに補助

金が下附され? こり不思議な現象の貧例がよ〈詮明
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してゐる。尤も之には j語、機金といふ問題の一語に

解決されるてろうが事貰は負挽金さへ出せない資

力の所有者 ζ そ図家が責任を以って修理保存して

行〈ところにこそ園賓としての定・義があるのでは

なかろうか。五にも大きな法の不備があると皇、は

れる。此点今 ! t し賓際的有効に耳元放の出来、不公

平なき耳元扱の出来る様に改正すべきである。嘗局

に於ても法の不備を承知しつ〉改正案さへ考慮し

ないのは職務怠慢であり不忠置ではなかろうか。

以上の欠陥は我閥文化水準の低扱と一面財政の

負ー凶さを ｾｊ 諮るものである。こ〉に於て現在指定

物fll=の再認識を必要とする。現在の赦態では闘賞

指定散と経済とはアンパランであることを認識し

之等に封レて等叡を附すべきも一案かと恩はれる

各時代を通じて是非是丈はといふ優秀なものを厳

選し優先的に修理を施すも一方法であろう。

6. 結語 圏貨に謝しては是主主所有者と政府 Iとの

相互関係のみで圏民全般には余りに無関心であっ

七。多kに我々建築技術者聞に於ても全〈他山の石

として看過して*1こe 今後は圏賓である払i二国民

全休が之を保存すべき責を負ふべきてをある。此際

建築皐曾や嘗協曾iこ於ても卒先して函貧建造物に

謝して闘心を持ち研究すべきでゐる事を要望する

現献の如〈建築毒裂を修めにものが歴史家の立場

に立って文献の渉搬に孜々として研究をす〉める

ものが多〈文皐1博土に似て非Tよる工準博士の蹴出

するのも渇干告の至りであ b之も法の欠陥でゐろう

殺後に云ムi I t の建築家建! 我等の祖先の遣した

偉大なる益事術作品を文化遁財を守る iこもっと忠貨

でゐり熱心であってほしい。一部の特種技術家に

のみ放任すべきでない、本年に入ってからもまま隆

寺に亙ぐに松山妓も捜し、Tこ。明治以降に於ても百

余に余る逸品を治誠してゐる。再び云ふ、法隆寺の

如〈保存すべき佳にある修理事務所が自らの手に

かりで焼いて絶った、之では全¥r醜利自然所」と

看板を書き替えなりればならぬ。願ば今後は法隆

寺の轍を繰り返す事なき様官民一致卸』力すべき蓮

帯責任を痛感し各自反省するととも iこ維持保存に

高去をの努力すべきをカ設して筆を摘〈。

( 昭和24年3月東大寺修二合参徳の日〉
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長き日を坪苦かれぬ鹿の欠日申哉 蕪村

多が去れば、春が来る。想えば十年に近かつfこ

冬も迫憾の彼方に薄れ行〈春が衆? この1: 。蕪村の

伺マ萌え出る若草山の景色が自に見えると、これ

と一虎に『柿食えば鐘が鳴るなり法隆寺』とー子規

の伺も想ひ出される。こめ何は法隆寺を背景にし

て始めて味われる情景であって、あの大手口2 f 野の

ｲｾｦ ｧＺい丘を背にし＿こ堂塔の参普と松林の聞に際見

する、輝い ｔ こ区赤 Ｗ よ柿が蒼い澄みきっ ｦ こ虚ｾに二

つ三つ浮か［［、柿を ＱＱ 陶 ￹ 昔話の感績と舌ｾわり、と

色# なことが目 lこ鮮やかに想える。が、外の寺で

そんな感 ｴｾ が浮かぶ＿ごらうか。賓にや、故京や史

蹟は、心の故郷である。古美術品はち砲の故榔であ

る。その一つ法隆寺金堂は、解体中の昭和24年 1

月初日に焼l [ } J こ。柱表面が 1寸余りが焦げ壁書も

焦げ消防で穴があい? こ。上唐の大部分は解体して

あっfこので助かつに。電気による失火と決まる、

ところが又 1 ヶ月で、 2 月27 日伊強松山披乾門附

近から失火し fこが天守閣は免れにという。この携

も閣安である。これもルンベンの失火らしい。今

迄身濯の雑事に這われてい7こ、われわれ lことつt

は全〈嘗鐘であっ? こ。改めて見渡せば桂離宮の荒

肢を始めとして、心なき人々に荒らされている園

家扱の建物や雨傘さしに古美術品もあるという。

国家と共に、われわれも一層注意して捕り替えの

財産を守らなりればならない。

。 。

古いものへの愛情もさることながら、能代と明

石の大火は更に痛ましい。数蔦数千の同胞が寒風

惨雨に曝され衣な〈佐を奪われTこ。これを悲しむ

よりもこれを契機として一層不燃化都市の建設に



遁進しなりればならない。言論に計霊に更に貴行

まで進みにい。但し、 3貨物教育はもういらな い。

。 。

協舎を中心41主進力とする不燃化都市の運動も合

員諸氏の一層の支援を望むものであるが。

1. 消防の記念日なぜとタイアップして定期的

な根気のよい件数運動を展開する 。

2. 圏家や地方の住宅建設計主主の内、木造より

不燃迭の方を増加する。

3. 不燃迭を建てる方が木造よりす・っと得なこ

とを賞際化する、少〈とも 木造に比して 、図家助

成金の増額、保険料の減額、消防負換金の減額な

さ' 計隊的に明にしTこい。

掛・り撃ばかりでな〈地道で P. 3. にカを注ぎに

い冶園家や公共休が急: ぐという理由? ごりで線建設

の僅かに 1 - 2割の不燃迭の見本を透る t: げでは

いげない。戸数で牟々迄進めなりれば意義をなさ

ないと思う.

。 。

建築の中心推進力は、その捻嘗妓術者である。

技土はし、かにあるべきか? とし、う事も謬合、土食

業食と共 lこ協舎で研究されている。今の構想では

総ての建築家は一定の資格で- 1 %; 登録しf こものを

建繁士く偲稽〉として全責任を持? こすのぢある。

これに今までの官僚統制でな〈建築士管理委員舎

がその運用の中心となるのである。これは昨夏撃

術合議法が行 tうれ? こ時一部から提唱されたのであ

るが建設業法によって更に促進されにも のであ る

これによって、官官銃所裁のう1と図流の技士〈設計〉

楕負、下請負、野働者の四本建に一歩でも近づり

れば結檎t: と思う。曾員諸氏の御盤援と建設的怠

見を大に期待しfこい。

。 。

工事契約請負規程は既に四合連合即ち、率曾、

士合、業会、協合の四舎で制定されていに。が、

職時用版もでき、更に終段後物質隠の事長が制定告

示された( これは官臆用〉のを取り入れて新しい

時勢に、殊に権力的片務的色彩の梯拭を目指 して

昨夏から努力が績りられている 。各四舎の基礎が

昨年中にでき、今春から取 b極めで 1本にする幹

事案ができ、これを練つに新規程b; 近〈琵表され

る筈で ib る. この祭に直校ー取り入れられていな い

が、東大法事前川 l島武室、渡選: y . 学三岡氏の土建請

負契総論は示唆に富む稔3たである.

。 。

新聞に住宅金庫、，住宅金融公祉の案がでて来た

のは姥'しい。協曾は終鞍直後の時局劉策委員舎か

らの懸案であ lる. 別項の建設を曾員諸. 氏と共に推

進 u こい。

。

宵人の人夫土掘る日永かな

われ人ともに復興の土を掘ろう。

。

子 規

( 帝塚山高E)

縞 間 際 建 築 部 構 成

建 築 部 長 官 脇 晴 美

d き品 企 査 課 長 志 年 回 泰 夫

事 門 事 診 花 工

住 宅 課 長 錦 回 直

後 繕 課 長 安 田 拓

建 築 課 長 前 閥 幹 夫
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もっと強力なものが

欲 ｬｾ 、

吉 田 安 三 郎

今日復興を阻んでいるニ勺の問題は、土地と資

金の問題である。殊に此頃の金詰 b に依て資金問

題は最も重大な、念迫せるものとなって来ている 。

では、之に劃して政府が如何なる針策を持って

いるかというと、一寸私としても申粂ねるのでゐ

るが、最近に於ては概して、復興問題に謝してあ

まりカのはいっていない事は確かな様である。先

日行われた総選拳に際して、私のふと感じ fここと

であるが、各候補者の政見張表の内容は、以前の

様に復興問題が強調せられるのを殆んぜ簡かない

而も憩衆の方でもそれに不審を抱いていないかに

見えることである唱政見の概ねは、政界の浮化を

説寺、経済九原則の貨行を約するという一定の型

に定まっていた様であった。成程、之等の問題は

今日最も重要なものであろう。特 lご九原則は進駐

軍によって提示せられに我闘再建のキーポイント

でゐるから、之をu与がしではなちないが、経済再

建に繁がるものとして復興問題も亦之に併行して

誰まねばならぬものである. 即ち、都市は生産交

易の場で色ゐり、同時に勤労者の生活、換言すれ

ば再生産の場であって、都市復奥はそのま冶経済

再建への道であると思う。

作J しろ、この度の我圏の職災復興は量に於てあ

まりにも港大なものであって、従来のあらゆる経

験の外にあることは見逃がせぬ事責でゐるが、一

体に我園 tこ於りる都市政策は低調稀薄の感あるこ

とも亦宰われぬ事貨である。そ の点、敵洲諸閣は

流石に常に先進国の観があ b、特にそれ等諸薗が

第一次除洲験後にとった都市政策は、充分我キの

重量 Ｎ ｾになるものがあると思うＮ

3 4  

例えば土地政策に就いては、イギリスは1919年

に制定した佐名都市計霊法に就て 、地方治体の住

宅建設に必要江土地は、自 治体自心に於で土地獲

得の震に張制命令を登し、その土地に定着する住

宅其他の 建物を買牧する権限を奥えており 、且行

政官E域外にも自由に獲得し得る様な手段も講ぜら

れ? こ。オラング、ぺ J レギ戸、スウエデンに於ても

同様又は之に準す・る権限が認められておる。叉フ.

ロシヤに於ては1918生存に臨時的拷虎と して、非常

に簡単な土地収用法を認め、 1919年に於てはドイ

ツ魁命令を以て小中住宅建設に就き 、地方住宅委

員というものをつ〈り之の決定により筒草な手績

で牧用し得る権限を認め、次いで又土地供給組合

設立に闘する規定を設りて、この組合には移住者

の? こめの土地の獲得を義務づげ、同時に土地牧用

の篠限を奥えているのである。カベ敵洲諸国は戦

後の住宅土地問題に強力な手を打ち、殊に敗戦闘

漏逸に於ては凡る策を以て廃しているのである。

又、費金の政策に於てはさ' うかというと、概し

て除洲諸図は不動産金闘機関が褒達していて、大

建築曾位、大資本家、住宅組合なぜが夫々遁賞な

.金融をやっておrって、建築資金の調達が割合に容

易なのであるが、しかも戦後に於ては更に政府は

之を推進し、充分の玄策を講じてい名。就中ド 4

ツに於ては、函後貯蓄金庫資金の約4 0 %を、 3 8

個の民間不動産抵嘗銀行はその抵嘗詮委主張行高の

9 3 %を、又各都市の地主組合、抵賞鐙委主組合の

経営するもの、図書寺地方経営のものなさ' が貸付高

のzf' -均5 0 %を夫々都市の不動産に金融している。

勿論以上傘げたものはその主要なもの〉みであっ

て、この他に多散の信用機関や金貸業もあ b 、可

也多方面か 6 の金融の道が開りてい? こが、更に園

家は制度を新? こに設りて、国家資金を供給し、各

種の保置法を設りて公務員や傷痕者や遺放のため

に保詮をなし、公共信用機関をつ〈令、又その様

な信用の保険や保護をやったのである。

この様にドイツに於ては、あらゆる種類の都市

の土地に封する不動産金融の主主が講せ' られ、法制



の完備と相侠って都市の建設や改造を強力に推進

して萩? こ〉め、その復興も叉目尭ましいものがゐ

つ? こと言うことが出来る。

醗って現在の我閣ではざうか。土地問題につい

ては、現在偉跡地は直割整理を 図庫の補助の もと

に各段災都市の自治体が之を施行しておるが、公

瞥の住宅建設に必要な土地も之を集国的に牧用す

る制度はない。叉焼跡地以外に於では自作農創設

特別措民主法の適用によって現紋が農地の場合は図

家に於て之を貿牧して耕作者に資渡して、自作農

地に却ち換えるという拷虎が相官張夜にとられ、

従来宅地fごった土地も農地に縛換こそしているが

之亦住宅建設の? こめの用地の獲得には何等の措虞

がないということが出来る。

従来我麹の都市計霊法では都市計在家業に必要

今土地l こ就ては土地牧用法の遁用があることにな

っており、その都市計留若手業にー園地住宅経密も

含まれておるが、未t: 充分に此制度の活用の途が

聞かれてはいない機である。庇度大阪府で英一例

を試みては居るが一般には街困難な欣態である。

又金融方面にき三つては夏に貧弱である。従衆我

闘に於げる不動産金融機関は掛業銀行なさ' 二三の

ものがある t: りで、而も終職後之等の扱闘は完全

に都市の不動産金闘を停止しているし、唯一の図

家金融である例の復興金融金庫も一般住宅建設者

八の融奈は皆無であり、叉験災者や引揚者に封す

る援護事業としての低利資金があるが之はほんの

一時しのぎの生活苦を程度のものであって、今日の

高債な建設安に謝しでは何程の足しにもならない

欽態であって、ましでこの金詰ま bの打開 1::: は殆

んさ' 無力というべきであらう。まづ、今のところ

都市復興に I封する一般民間へ融資は泥望の淵l こ立

っているのである。結局、今日の都市復興に讃わ

る諸問題の解決には、何等か図家の制度な b法 律

な ｢ に劃期的な措ｾが望まれるが、ぞれと同時に

民間に於¥1 る都市復興の経済的な重要性が充分理

解せられて、之等の問題に於りる種# の陸路打開

iこ一大運動が展開せられんことを期待してやまな

い 。 ( 筆 者 ・ 大 阪 府 建 築 郎 長 〉

京都博覧曾見撃濠告

四月十日から王月末日迄開催の京都T博覧舎を、

京都支部と大医合勢委員合共同主催で下記要項に

依り見事ずる。伺申込ありたい。

要 Z頁

日 時王月三日〈火〉午前十時集合殻定

見 皐 第 一 合 場 丸 物 ・ 第二合場豊闇市中祉

境内・協賛合場二保抜本丸・鴨川

おざ b

曾 貸 Y160. 00 各合場、鴨川主r 'e_. り入場

岩手共、五月三十日迄有効の入場事手を

引換に渡す。

( 但交通費自耕、中食持参の事〉

申込締切 四月二十日迄に曾授を孫、へて京都支

部又は大阪本部へ便宜申込まれf こい

嘗自の集合場其他詳細は四月二十日後申込者に御

知らせする。 以 上

祉圏法人 日本建築協曾

京都文部京都市上京直河原町夷川東入ル

大限本部 大阪市北E王朝日ピル本合事務室

大阪市東区ヲミ紳橋建設命館内分室

お 願

建築と批合第 2 6 輯第 1践と第 9 就が欠本

となり困ってゐます( 昭和18年1月・ 9月琵行〉

御譲り下さる方がありまし七ら本合編集部宛

御郵送又は御知らせ願八ば参上荻します。

所要歓は二部宛希望致します。主主料の外樹

聴は若木の上御届り致します。合員各位御斡

旋あらん事を特に御願致します。

祉 国 法 人 日 本 建 築 協 看 守

本食事務所 籾日ピル六階電話土佐堀@1836番

分 室市内東直ヲぞ紳橋大限建設合館内

電話東( 64) 0861- 6. 1251- 6 
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者語能を自在に駆使するだけの修練をつまねば生れな

い。タウトのー漂し? ととの思想は「建築に関する考

察J rす守れた建築はどうして出来るか」のニ穏に

建築文献目録

知へて、その姉妹編として容かれた。

1. r正倉院建築論考」藤淳一夫 「史迩正美術J 192披

石田読を批剣し四天王寺磁闘中の賢臓を考察に古代

の草壁倉形式を考え正倉院中倉問題に鈴J j ( _ ナ。

2. ｲ 関東古寺」弁上ｾ次若初白書腐列￥ ＲＱＰ ｾ寝耳障

者としての著者が関東の有名な各寺の古美術を等ね

て招介している。

「南事官. 北償」中村直勝箸星野容応刈

奈良J j ( _ 京都の古寺の文化的な考委案

4. r日本吉建築援要」天沼俊一審河原容j苫 刈 ￥ 500

故天沼博士の遺稿を村田博士が整理綴斡されたもの

多〈の閲1 D I をのせ多数の古車土寺について主として様

式的に詳設されている。
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建築士( 俄穣) 法草案について

昭 和 二 十 三 年 夏 頃 か ら 建 築 技 術 者 の 資 格 制 度 調

査 に つ い て 宇 都 よ り 話 合 が あ っ ? こ が 、 こ れ に つ い

て 日 本 建築 皐 合w 日本建 築 士 合、 全国 建 設 業 協 舎

と 本 合 と の 四 合 連 合 で 委 員 舎 を つ 〈 っ て 調 査 研 究

することになっている。

こ れ に つ い て 問 委 員 舎 の 幹 事 作 成 の 「建築士法

案 』 が で き に の に が 、 そ の 構 想 に つ い て 夏 め て 施

工 分 野 に 於 り る 建 築 技 術 者 を 含 め に 案 、 例 へ ば 「

建 築 技 術 者 法 .D ( 億稽〉を研究することとなっ? こ。

本 舎 も こ れ に つ い て 委 員 舎 を 作 b 研 究 す る こ と と

し、耳元り敢えす・本合の試 案 を 作 b こ れ を 基 礎 と し

て研究することになっ? こ。この案は、設計費と工

事 携 賞 者 を 含 む の は 勿 論 で あ る が 、 果 し て そ の 意

圃 が 表 現 さ れ て い る か 、 方 法 は E う か 、 そ の 他 に

つ い て 曾 員 諸 氏 の 忌 悌 な い 御 高 見 を 委 員 合 宛 に 申

出 で ら れ 〉 ば 幸 韮 で あ る と 考 へ る 。

敢て高批をまっ。

建 築 士 法 草 案

第ー章建築士の職務および資格

第一保( 目的〉図民の 生命財産の安全 と健全な生活と生

産の向上とを確保するために建築士は建築( 物〕の設

計又はエ事施行にあた P もヲて、建築物の災答防止.

綬能の適正、建築文化の向上を困る ものとする 。

事事ニ僚Ｈ建築士ｾ定義 〉との法律において建築土とは次

K 掲げるものをいう。

一、建築〈物〉の鮫折 、際経又は工事施行をする。

二、とれをその業( 務〉 又は職( 務〉 とする。

三. との法律による登録を して定築士の名稽に用う 。

第三僚( 定着量〉前僚でいう「設計」とは、建築企雪量を技

術的にまとめて創意工夫によって計萱をたて建築( 物)

の完成に必要なる 図面及書類等を作成する事をいう。

前僚でいうi - ! 忍証」とは、他人の作成したE主計歯菌又

は寄類について認証者がその責任を負うととを承認す

るζ とをい号。

前僚でいう「工事施行」とは、建築の3究施について設計

に基づきその施行を 計鐙 し、又は ζ れを遁確ならし占う

るために技術的に協力するととをいう。

第四僚( 資絡〕建築士は次の費絡を有するととを要する

一、成年者であるとと。

ヱ、 建築士検定に合格し、且つ三半以上建築設計又 は

建築の工事施行の笈務修習を 了へた もの。

前項第二裁の検定並びに笈務修習について必要な事項

は建築士管理委員合の訟を経て建設大臣 ζ れを定める

第五僚( 無認議後定〉次に掲げるーにあたる者は無試除

検定 とする乙とができる。

一、 単校教育法による大事 .昔喜大耳鼻令による穴埋降、官E

ｾ門高高校令による本門事島校において〈正規の〉建築

事の稼程を修めて卒業した者。

ニ . rト閣の大与又は専門皐校において( 正規の〉建築

耳鼻の繰穫を修めて卒業した者。

三 . rト図で娃築士の資格を得 i c 者で建築貫主大臣がZ皇賞

とi1l めた者。

四、建段大臣が前各三盟主に掲げる者と同等以上の皐力

および技能を有し且つ適蛍と認めたもの

第 六 僚 ( 欠絡要件〉次に掲げる ーにあたる者は建築士の

〈登録〉受絡を有しない。

一. 禁治産者叉 lま準禁治産者。

ニ. 破産者であって未だ復継を得 ない 者。

三、禁銅以上の刑にr J i せられた者。

四. 図書民公務員法( 昭和年法律第 鋭〉又は地方公

務 員 法 〈 昭 和 年 法 律 第 蹴 〉 の規定によって 懲戒

免職せられた者。

五、との法律によって登録を京消せられた者。

前主買の第三世主第四鋭第五放に ついて‘ その民主分又は執

行を終った日か b 二年を経過した者はとれを除〈。

第二章建築士の登録

第七{ 際( 艶量建築士原簿〉建築士となるには建築士原簿

K 登録せられることを要する。

登録の効果は、そ の益金量@時期において霊童生する。

建築士原告草は 、とれ を建築士管理委員曾昨備え 、その

1oU簿はとれーを建長土地方管理委員曾に備える。

何人も〔別に定めるJ ! J f によロ〉建築士原簿又は悶簿の

閲覧を求 b るととがで量る。

第八僚( 登録の手線〕建築士の凌録をする者は建設大臣

に登録音白求をするととを! l i ! ーする。建築土盗品U: 取消そ

うとするときまた乙れと同じとする。

建築士登録および閲覧について必要な事項は建築士管

理委員舎の訟を総て建政大臣 とれを 定める。

第九僚( 登録。5康 法) ::kK 掲げる ーにあ たるとき建設大

匡は建築士原簿登録の取消をする。

一、 官事六僚の各並走の ーによって依持者 となった と琶。

ニ. 建築士死亡したとき。

3 7  



三、建銭士よ P 益金量京消の街求があったとき建築士に

づいて 前項第 一 面ｾ ， 第 二 裁の事由 が 生 じ たとき はＮ

建築士又は その関係入は遅滞なく とれを 建E走大匡 に

届 出る ζ とを要ナる 。

第十保 ( 登録の告示〉建銭土原告まの登録および登録取消

は建設大臣とれを受理後三十 日以内に告示 し、 かつ本

人叉はその関係人に通知を裂するととを要する。

第三章建築士の穫利および義務

第 十一自転( 事務所届出 〉建築士が事務所を設けたときは

直に とれ を雄波大臣および娃袋土地方管理委員舎に屈

曲でるととを要する。事務所を移将したと吉また同じ

第十二保( 建築士 J ) 品位保錯〉建築士は L附係〉法令に

後い誠賓と信義とをもってその職務を行い 、職務の内

外を問わずその品位を保持するととを要ナる。

第十三僚〈忍 密¢保徳〉建築士又は雄主主土であった者は

他の法令に別段のｾ占うあるときを除〈外 、そ の職務上

知得した秘密を保持する縫利があ P 義務を負号。

第 十 四 依 ( 著作権〉建築( 物〉貫生官十に関する著作織は .

その建築の3童施せられると否とに拘 らず、その 著 作 者

である建築士はとれを占有する。

第十五僚〈阪計画書〕建築士の作成 し又は箆墜した絞計

図書には、 その 作成年月日 と建築士の登録番裁を陀載

し、かつ記名捺印ずるととを裂する。

第十 六僚( 霊位- および菟 支〉建築士又は建弊土であ った

者は . そ の閥奥した建築物 にヲいてそ の職務会部の費

を負う。たピし、滋必職務の分J拘を定め、とれを明示

したと曹 は 、その 官官分に ついて 責を負う。ー

前演の規定は、建築物の竣工届出したときから三年を

経 過 したと き、そ の資を完かれる。〈た立 し、 故窓又

は重大な過失があったときはとの限 P でない〉

第 十 七 僚 ( 委P島 、音寺喝 ‘ 鰐蝿〉建築士は . 建築( 物〉 の

設計の求めがあるとき . 正賞な高野曲がなけ ればとれを

拒むととは で主役い。

建築士は、その委鳴を受けた建築( 物〉に ついて、そ

の業又は職務を途行するに重大な支障があると箆めた

とき. 官半甥するとどができる。

商j 項のときは、その官を建築士地方管理委員曾に届出

をし fよければ第十六僚の責を免かれない。

前主買は 、とれを 建築士がその義務又は職務を途行 しな

い 'Tc ｾうに、電委燭者がとれを解帰すると主にも適用ナる

第二項第三項 について居間あると霊. 建築土地方管理

委員曾は必要があると認めると量省事者又はその関係

人に遁蛍な措置置を勧告するととができる。

第十 八篠 ( 競合禁止〉 建築士炉 、ヨえの各放の ときとれが

宅島婚を受けではな b ない。

38 

一. 他の建築士がナでに委喝されたもの. た Y し. 職

務の分担あるものはとれを除〈。

ニ. 他の建築士との間に紛議 ある建築物 で 、未だその

解決のつかないもの。

官事十九世長( 報 告書提出〉建築士は 、建設大匡叉は建築士

管理委員曾の必要あるとき. その数( 務) 又は職( 君主〉

につ いて報告審を提出 するととを要ずる。

第四章建築士管理委員曾

第二十僚 ( 任務〕との法律の関滑な選管を聞るため . 建

築云管理電委員合および建築土地方管理委員舎 を設I t . る

ー建築士管浬餐員曾は建設大臣の、建築土地方管理委員

曾は都道府懸の管理、とする。

第二十一線 ( 縫 限〉建築士管理委員曾は . ヨえに掲げる事

項を行う 。

一 . ζ の法律の運用は必要な規則、! I l . 約 の制定、改正

叉は股止。

二. ( 建築士の管戎その外の民主分について 〉 建 築土地

方管理委員舎の決定に望号ナる再審。

三、その外建 築士 の制度お よび業務改善 に闘する答申

又は具申事項。

第二十二僚 ( 構成〉建築士管理委員舎は 、委員七名をも

ってとれを構成する。

委員は、国家公務員法第僚官事 項第五虎の特別職とナ

る。

委員は、官公吏および写識経験者よ P 四名、建築士よ

P三名乞選任し、建築士管理委員舎の委員は、建設大

匡の推薦 によ! J - 内 閣総理大臣が、建築土地方管理委員

合の委員は都道府県系知事の推薦によ P建設大臣が. 乙

れを任命し叉は委喝ずる。

写委員。第二回よ P 後の遺伝については、前項の推聴者

と委員舎 との 合意を必要 とする。

第二十三僚 ( 任期〉委員の任期は、四年とし重任はでき

ない。 7ヒピし. 最初の委員の中 、三 名は互還によって

その任期を二年とする。

補欠eによる害委員の任期は 、前任者の残任期間と する。

第二 十四 僚 ( 身分保. J E ) 委員は次に掲げ るーにあたる Iと

垂を除い て. 在任中その意に反して罷免叉は解婦され

るζ とがない。

一. 第六僚第一環による飲裕叉は第九僚第一環による

登 録取消の{ 際Z買にあたるに至ったとき 。

二、建築士である委員が ζ の法律による青空戎を受げた

と宮。

三. その外建築管理委員舎によワて. 委員として遺し

ないと決定されたとき。

委員が前項各裁のーにあたるに至ったときは、直に罷



3 e 叉は解甥されるととを要する。

第二十五{ 際〈委員σ権利義務) 委員には' j / ( l賀補償をする

ととを要する。た¥0 : ' 1.... f也の官織を余ねる者について

はとの限 P でない。

委員には. 第十三{ 際および公務員に関する規定を準用

する。

委員は、自己 l亡直接利答関係ある事件について、その

犠決に加わるととはできない占

官事二十六僚く司慎重審局運用銀則〕建築士管理委員曾の事務

を虎湿するた dl>- に. 定築士管理委員合事務局を置く。

建築士管理委員合は、君主員長そのタト合の組織運管につ

き、および事務局につ童、必要な規則を制定するとと

ができる。

第二十七{ 際( 地方管理委買曾(l 権限〉建築土地方管理委

員合は、ヲえに掲げるゆZ買え行う。

一、建築士登録に腕する事項。

二、建築士について指示. 勧告又は懲戒決定に関ナる

事項。

三、建築士聞の. 又は建築士と妥燭者間とに紛議ある

と主 ζ れが勧告又は 飼停に関する 理事環。

官事ニ十八{ 際( 規定の準閑〉建築士地方管理委員曾に つい

ては. }l l) 段の定ある外 、建築士管理粂員舎に闘する規

定を港周する。

第五章懲戒および調停

官事二十九僚〈懲戒¢原因. 懲戒権者〉建築者次に掲げ る

者IOl があってその貨が建袋土にあると室、建録土地方

管理委員曾は、建築士を! 也戒する乙とができる。

一、 ζ の法律叉はこれに基づく規則に遣反し? とと量。

ニＮ建築士が建築法規に皇室反し＿と設討をし、又は ｾￃ 登

L てその建柴物がj t _ 現した とき。

三、建策土が作成叉は認E置した設計 ( 図書〉に基いて

施工された建粂物に重大な久陪i > つで、人命財産に

損筈をl k . tましたと輩。

前主買は、建築士で、あった者にもとれを準用する。

第三十憐Ｈ懲戒ｾＭ申告Ｉ iなに人でも建築士に前僚にあ? と

る耳 ｾｪｴ があると ｴ￦ 占うると垂Ｎとれを立音 量 して建築地方

宅島員隼にその建築士の! ! : n t 申告全することができる。

前項の申告があると堂、建築土地方管理委員は . 遅滞

な〈 ζ れを調査し決定を奥へることを妥ずる。

建築土地方管理委員合は. 建築士に前出、にaうたる事貨

があると留めると室、職権をもって乙れが 申告 . 調査

決定をすることができる。

建築士は、懲戒申告わると章、その決定i > るまで. 登

録の耳完治はできない。

官事三十一僚〈間愛、決定、再審〉建築土地方管理委員合

は、懲戒申告者正被申告者との立命で懲戒事貨の続査

をするととを要する。

前項のとき澄入、参考人の申務、鐙擦の提出、鑑定人

の鑑定等の告書曾は卒常に奥へられる ζ とを裂でF る。

懲戒の決定は. 相震な iii 織によって第二十九集にあた

るととを明示することを要 する。

建築士は 、建築土地方管理委員曾の懲戎決定に; 不服あ

ると宮. その決定の白から二十日以内に建築士管理委

員曾に再審の請求をするととができる。再審の務求が

ないときはとれで確定とする。

第三十ニ僚Ｈ懲 戒の種源〉慾 否定はｾの沼種とする。

一. 戒告。

ニ. 十高岡以下の; 盈料又は一年以下の禁姻。

三. 一年六月以下の業務又は職務の停止 3

四‘ 登録の耳王街。

前演の過料の裁剣の執行については. 非訟事件手練法

第二百八僚の規定を準用する。

第一家によ る懲戒は. 他の法令による訴遣をさまたげ

7ょν、。

第三十三後( 懲戒免責〉懲戒の事由があったときから三

年を経過したとを位、懲戒の申告をするととは出来な

ν、。

第三十回線〈聖書告. 間体〉建築について薙築士と紛識が

生じたと室、建築土地方管理委員脅は賞与者の調停申

告により又は職権によってとれが調停又は勤告，をす吾

ととができる。

前主買については第三十僚および第三十一僚の規定を準

用する。

第 六 章 罰 則

第三十五憐( 鎗築禁止〉建貫生大臣の定めに建築物を除〈

外、建築士の作成し又は限詮した在足首i国軍基でなーげれば

とれを建築しではならない。

第三十六僚( 非建築古〉建築士: でない者は. 建築士. (  

建築与・務所Ｉ又は乙ｾｬＭ院長 ｌ 似ナる名君写生用いてはなら

ない。

建築士でない者は、建設大臣の定める建築物を除〈外

建築士の業( 務〉又は職( _ ! 告〉をしてはなぶない。

第三十七僚 ( k 分〕前ニ僚の規定に違反した者は一年以

下の禁鍛. 又は千高倒以下の針金に& ，ナる。

第三十八傑Ｈ鉱業者 ｏＮＩｾ 品分〉第三十五旅又は第三十六保

の規定に逃反したと主は. その巡} j l . 者とともに法人又

は侠ｽｦｩ者にも第三千七僚をｾ用ナる。

第三十九{ 傑 (m人害事の底分〉建築士懲戒タ調査においぜ

事件関係人. 参考人又はま登人が正' g . - な王翠由な〈して前

頭せず、又は虚偽の陳述もし〈は私告をしたときは一

高週以下の過料に蕗する. 鑑定人が虚偽の鑑定をした

と主また同じとする。
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カを注がれたのである。今後共合誌を利用して

賓用的な座談合を度キ開〈率、敵国後内容ピツ

( 二月定例)

井上副食長外七於朝日ピJ 1 - 事務室

理

口

同

組

七十

席

白

川

山

山

[

二

名

クアップしfこら 一つのハンドプツクを作る事も

@ さを都合及一二の部舎を成可〈多〈開き一般幣裳

並に横の蓮絡を計れ。

民衆ると恩、ふ。

事
、議

1  昭和二十四年度牧支強算編成の件、主記、

主計一任 @ 目下協舎で遁進運動中の住宅金庫設置に伴ひ住

宅博覧舎を開催せよ。大正十年の頃さへあの大

〆キ寺的に催され1仁ご占接嬰ケ丘改良伎宅大博さ八出探探:1

のでで、ああ。例へ金庫o; 出来な〈ても留j 食草摘で

新評議員合開催の件、三月下旬申合せだ

創立記念日催事の件、主記一任

各支部長倉議の件、創立記念日事業と併行，

2  

3  

霊行されたい。本曾のカと網羅されるエキスパ

ート を包容する協舎として必す貧現される与考

八る、然も自他共盆する月ｾＮが多いであろう 。

4  

主記一任

O.  住宅金庫設置問題の件、住宅委員舎に建議

等一任

@ 現在のAA勢下で協舎が余り 4多方面に主る事業計

衝は不可である、大風呂敷を擁げす・年に一つで

もよい賓のある仕事をやる事1: 。誼面の問題と

して技術的低下，を助りる事等は重要の一事業で

理事病気見舞の件、岩尾保符氏、松久イ染敬

三氏爾返事嘗各衆重病につき夫キ見舞の事申

合はせに

6  

控げない都市展開催申出の件、次回廻し

合員詮街、別表の通り入退曾承認、

w

s

 

ある。

@ 地震、耐火に役立つ様建材方面も良質の軌を使

ひ理想的住宅の建設に進む犠指導すべきである

lt:. 

c  報

8  

諸

@ 建築と枇舎を平易に例へれば、アメ P カ雑誌の

主義に興味本位的。lこ誰でも手に取って韻む犠にき

一月分合計報告・賢島、九州支部獄況・不燃都

市問題経過・事舎近畿支昔f ' 長究訟の件・四合連

合請負規程改正経過・テックス、スレート脇議

合経遁等

れ?こL 、、廃合面も今少し考ふべきである。

@者I1市計輩殊に大阪市の者I1計等に協力されf こい。

現在ε うなってゐるか?

@ 業者は新し〈建つる者の震にも諜に出怒る様指

導ずべきである。

不燃都市の促進もよいが現在は木迭建を念ぐ時

r: 、然るに住宅の建設には種々雛闘があるが、

之を突破するとレても評〈税の外に更に資金の出

所迄提示せ ねばならぬなさ n 金 〈困る。制限徹燦

工事請負競程改正委員曾

昨年来四曾連合の下に検討を撒けてゐる、本委

員曾は海ｾ ( 四合の提案が揃ったので二月七、八、

九日の三日間接曾で四曾委員集合最後の仕上げに

着手 しに。本曾からは薮中主記理事上京参加 し寸こ

4 0  

二月二十二 日大阪建設曾館で綜合 、電気、技術

管工、建材の玉音s蓮合舎を中海理事司合の下に開

催し fこ。 嘗日の主7こる話題を拾ってみると大要下

記の様であづTこ。

@ 故片岡合長以来建築と祉舎を通じ て一般厚生裁に



と共に之等の問題を考究さるべき- r : 。

以上の湿り大艶有意義な集りであった。今後共此

の催しは遁宜開催し更にー屠活程な意見を開陳さ

れん事を望んでゐる。各意見に封 しでは賛行出来

るものは賓行に移 し、研究するものは央キの機関

に諮り調査を進める考へである。今後の催しには

奮って多数の参加を願ふと共に、参加出来 Tよい方

からも時と題材を聞はす・、ぜしさ' し書面で寄稿さ

れk 事を御願する。

大 阪 曾 勢 委 員 奮

二月の催しは皇室さの折柄であり外出をやめて、

二十三日中座の喜劇を昆皐する事を程表し Tこ所、

家放同伴もあり忽ち殻定の康肢が満員となり七拾

余人の参加者で非常な袋曾であっ? こ。二時学から

曾我廼家一座に泣いたり笑つfこり、小半日を暫し

浮世を忘れ心、の洗濯をした様な心地がしに。蔑念

なのは閉幕後嘗日の景品として高田アルミ製品の

抽畿に移り何もお土産がなかっfこ事である?

術嘗日は二時三ドから同座前の松川茶墨で木村委

員長外委員集合三月の催しとして内外木材や、あ

やめ池ステートフヱアー等の見皐に付協議 し?こ。

丘 庫 支 部

。一月十四日 正 午~ 二 時 桑 田 ガ ラ ス 於正和祭

岡本支部長、桑田副支部長外幹事、 名出席、本

部大和書記長列席

協 議

1 ・岩尾副支部長嘗多来病気臥床重態見舞の件

及同氏の事革委の代行として嘗分早良俊夫幹事

を: 演はす宰申合はせ早良氏の承認を得? こ。

2  . 支部より選出する 評議員 と本部理事を別項

の如〈決定、純、曾に承認を得る 事に し?こ。

3 ・食費集金を支部で取扱ふ事を協議し方法をと

検討する事としfこ。

4 ・事業計望書ーを協議し? こ。開催に先立ち大和書

記長より今日迄の曾の動勢を別記の通り報告

した。

註閉曾後桑田、中島、瀧湾、早良氏等と大和

書記長打蓮れ、来尾高リ支部長宅 を訪れ親しに

病床に見舞つ? こ。

。 三月十一日〈金〉一時三十分~四時二十分

於竹中工務庖模上・桑田副支部長、松浦、早良

山ノ内幹事及大和書記長列席

協 議

1 ・集金の件、三月決算に直面し貫主教元す・支部

資 任. . E 、出来る限り市内を廻る事とし早良幹

事及高見氏を煩はして集金中の事を承認、求ゆ

努# 報告、今後協力を申合はせ?こ。

2 ・合計事務を協力して行ふ事を申合iませ、早

良氏外、三氏共問責任Lとし今後食合毎に報告

する事を申合せた。

3  . 松浦勇太郎氏を二十四年度副支部長粂理事

? こる事を再確認し? こ。

4  . 本部よちの提案』こ係る雑誌挿集を六月に紳

戸版とする事とじて大和書記長 と打合せしに

S ・建築便驚の碕務整理を三月末 日迄に取念: ぎ

なす事を申合はせ fこ。

6  . 本部で運動中の体宅金庫設置問題に共鳴し

註〈地元有志を叫合して康談合を開き意見を

趨める事主協議し? こ。其際は本部よち井上副

合長、中海理事出席を; 原はす事に串合せに。

7 ・工事請負規定( 現行のもの〉分頒方本部よ

りの申出を承認して宣侍する事としTこ。其. f 也

事業計笠や今後の方針、運営問題等意見開陳

しTこが，出席者多数の時、再協議する毒事として

散含しに。

"{::{ 1公

4町・

"{::{ *  
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編 記集 後

本年第三銑として本誌を御詮 b します。前銃後

記にて報告致しましに、『建築とヱ欝」の特輯は

執筆者の御都合で、特輯読として御主主 b出来なか

っ7このは遺憾に恩、っております。英の代りとして

上記表題に幾分関係ある法隆寺問題を取り土げ、

各著名先生よりの玉稿を得、ヌド枕を飾り得ました

事を喜んでおります。

術合員諸賢よりも績# と玉稿を頂き、作J れを載

せようかと其@ 謹擦に嬉しい悲鳴をあげておりま

す。御寄稿賜つTこ玉稿も、紙般の都合土木競にの

せられなかっ? こものもありますが、逐次のせてゆ

〈積ちにおります故何卒御諒承下さる様御願しま

す。倫今後共さ' しさ' し御寄稿賜ちん事を望みます

今日迄の本誌は材料その他の事はあまり載せて

おりませんでしにが、本誌の表屈の示Ｇｴｾ盈ち一般

社合麿にも浸透してゆ｜ｾ、凡ゆる角度よち又凡

ゆる面からも、記事を蒐集しでより一層充貧した

ものにすべ〈編集子一同張切って努力致しており

ます故、説者諸賢におかれでも: " f ! J 卒御綬撞御指導

賜らん事を御願します。

待望の第三種郵便物も去る三月十九日認可に成

り、編集事務も愈々多忙に迫られて参りまし? こが

毎競期日迄には護行寸ぺ〈計霊を立て、既に四月

説、王月読の蛮行準備も整って参りましにので今

後は早〈御手許に配付出衆得るものと確信致して

おります。 ( K生〉

..............UI l IU・・・・・・・・・・・・・s・・・8

青 鶏 糞
水 銀 燈 焼 付

8・・""・・・・・・・・・ I U " ・・・・・a・・・・・・

堂ピノレ前西ス

天 満 公 共 職 業 安 定 所 前

堂島青窮異工業所

電 話 爾 烏 @3 3 7 o呑
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編 集 室 便 り

1 . 本霊堂続集に蛍って. 柳祭t倍、式場隆三郎、今和次良1¥

の三先生にま稿御o致 し ま し た が 、 御 時 間 の 都 合 で 執 筆

して頂けなかったのは残念でしたが、ヨえの綴舎を見て興

味ある記事を御願する事に致しました。其代1 ) e しては

跨 弊 が あ P ますが. 還ま垂乍 b法隆寺問題を耳B 上げ.

斯界縫威の務先生の玉稿を得. 本続を飾った事を婚し〈

;仔 じてお P ます。 短 時 日 に 御 督 促 申 し ょ げ た 惑 を 執 筆 し

て頂書室した言者先生に紙上より御詑ぴと共に厚〈御挫申

上げます。

1 . 本音主主量置に翁絞致しまし ; た曾員 川 村 統 之 氏 寄 稿 の 「

釘 じ 闘す る 資 料 」 は 多 大 の 御 好 評 を 賜 り ま し た 事 は 、 積

者 蕗i賢に幾分か寄奥せしものと; 存じ、筆者共に大いに婚

し〈感謝致してお P ます。

倫 今 後 も 新 る 資 料 を 逐 次 本 お に 掲 較 し て ゆ 〈 積 P にて

ＱＱＱ 村氏よりも新にｾ考資料の寄稿もあり必ずや言者資の

御期待に ｾｊ ｖＧ得る務と ｦ 監察致してお ｐ ます。

1 . 渡古事圭吾著「建築工事と総工技術者」頒布方前競紙

上に公告致しましたO ! ，多段の御申込みを I覧会ましたが、

配 本 僅 少 の 然 未 だ 一 部 の 方 の み に し か 御 渡 し て お E ませ

ぬが、 l出! l : 漸〈預j 策致しましたの・で御希望の方は至急; 御

串込み下さい。

1. 3民球四月鋭は建築材料特斡波として . 建 材 業 者 の 方

に 集 っ て 頂 き 座 談 曾 を 開 き . 種 々 興 味 あ る 事 を 話 し て 頂

曹、共の記録を主として掲較する単に成J i . 目下印刷J ? 1

備 に 京 掛 っ て お P まナ。

1 . 此度待望の第三種郵便がw 1 1 可にな P ましたので. 1書

編集部と して も今迄は蛮行期日に返れ膨ちにて置費者普青葉

にも申書事な〈思ってお P ますが、ヨた競よりは編集、印刷

に ス ピ ー ド を か け 、 必 ず 二 十 日 過 ぎ に は 愛 行 款 ナ 可 〈 努

力を績ける積 p におります。

建 築 さ 社 舎

第 3 0 緯 第 3 競

ii 慣 1湖' .金40凶( 還料共〉

昭 和M 年8月20日印刷・昭和2 -1年3 月25 日宣並行

編集室連行人 戸 川 弘

護 行 所 思 日 本 建 築 協 曾

大 阪 市 北 冨 中 ノ島3ノ3靭目ピル

f 土 佐 掘 @183s・3631呑

電 話 {

l 北 滋 ⑬ 1334 - 9 呑

振 替 口 座 大 阪 3 !l 9 7 o 容

大 阪 市 東 軍 北 滋 三 丁 目 七

印 刷 人 井 上 芝

大 阪 市 東 直 北 君 主 三 丁 目 七

印 刷 所 見 島 印 刷 株 式 合 社
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